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◆第3回市議会定例会提出予定議案の概要…2Ｐ

◆職員の人事行政の運営状況…4Ｐ

◆第33回牛久市民文化祭…10Ｐ

・第33回市民文化祭プログラム、イベント案内

◆体育協会だより、文化協会だより…13Ｐ

・加盟団体紹介…牛久弓道会、岳風流牛久同好会

◆交通安全…14Ｐ

・秋の全国交通安全運動

◆地域安全コーナー…15Ｐ

・牛久市の地区別街頭犯罪等発生状況

◆としょかん…16Ｐ

・平成21年度市民大学講座受講生募集

◆消防団 NEWS…17Ｐ

・火事だ、出動だ！

◆画聖　小川芋銭…17Ｐ

・再び芋銭を考える⑩

◆新・牛久ごみニュース…18Ｐ

・ごみを削減することで得られる効果②

◆消費生活センターだより…19Ｐ

・悪質業者から高齢者を守りましょう！

◆みんなの農業…19Ｐ

・お待たせしました「うしく河童米」

◆話題・街にひろう…20Ｐ

・牛久市暮らしの便利帳が完成

・球界期待の左腕投手！

・第28回うしくかっぱ祭り

◆歴史・読み物 昔の牛久…24Ｐ

・「住井すゑとその文学の里（四十三）」

◆暮らしの情報…25Ｐ

・もうすぐ定額給付金の申請が終了となります

・ひたち野中央地区近隣公園・こ線橋名称決定！

・第4回健康まつり in うしく

◆今月のたいへんよくできました…34Ｐ

・つつじが丘保育園のお友だち

主な内容

市 民 憲 章

　1. 水と緑を愛し 美しいまちをつくりましょう

　1. 未来をのぞみ 明るいまちをつくりましょう

　1. 心をやさしく 福祉のまちをつくりましょう

　1. 日日をはげみ 豊かなまちをつくりましょう

　1. 笑顔をたやさず 平和なまちをつくりましょう

夏は祭りだ、わっしょい！
第28回うしくかっぱ祭り

　7月25日・26日の2日間、恒例の「うしくかっ

ぱ祭り」が開催されました。

　天気にも恵まれ、多くの家族連れなどが「河

童ばやし踊りパレードコンテスト」などのイベ

ントを楽しみました。

　花水木通りで行われた「子供みこし」には、多

くの子どもたちが担ぎ手として参加。重たい

みこしを肩に乗せ、子どもたちが「わっしょい、

わっしょい！」と大きな掛け声を上げると、見

物客も大いに盛り上がりました。

（22ページに関連記事）
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第
３
回
市
議
会
定
例
会
が
、
９
月
３
日
か
ら
25
日
ま
で
（
会
期
23
日
間
）
開
催
さ

れ
ま
す
。
こ
の
定
例
会
に
提
出
す
る
予
定
の
条
例
の
改
正
（
案
）
の
概
要
に
つ
い
て
、

事
前
に
市
民
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
※
（　

）
内
は
担
当
課
。

平
成
21
年
第
３
回
市
議
会
定
例
会

提
出
予
定
議
案
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

条
例
の
改
正
案

議
案
第
58
号　

牛
久
市
国
民
健
康
保
険

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
医

療
年
金
課
）
…
緊
急
の
少
子
化
対
策

と
し
て
、
出
産
育
児
一
時
金
の
額
を
、

平
成
21
年
10
月
１
日
か
ら
平
成
23
年

３
月
31
日
ま
で
の
間
、
４
万
円
引
き

上
げ
る
た
め
、
改
正
す
る
も
の
で
す
。

議
案
第
59
号　

牛
久
市
駐
車
場
の
設
置

及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
（
管
財
課
）

…
東
み
ど
り
野
行
政
区
で
、
市
の
用

地
を
借
用
し
管
理
す
る
「
東
み
ど
り

野
区
民
駐
車
場
」
に
つ
い
て
、
行
政

区
か
ら
の
要
望
に
よ
り
、
駐
車
場
の

管
理
運
営
を
市
に
移
管
す
る
た
め
改

正
す
る
も
の
で
す
。

補
正
予
算
案
（
行
政
経
営
課
）

◆
一
般
会
計
補
正
予
算

　

現
在
の
歳
入
歳
出
予
算
額
に
７
億
４

２
２
５
万
３
千
円
を
追
加
し
、
予
算
総

額
を
２
３
２
億
２
４
３
４
万
７
千
円
と

す
る
も
の
で
す
。
主
な
内
容
は
次
の
と

お
り
で
す
。

【
総
務
費
】

・
３
人
乗
り
自
転
車
購
入
補
助
金

（
１
０
０
万
円
）
…
３
人
乗
り
自
転
車

購
入
に
対
す
る
補
助
金
（
購
入
額
の

２
分
の
１
、
上
限
４
万
円
を
補
助
）
。

・
公
共
施
設
の
地
デ
ジ
化
を
実
施
す
る 

（
地
域
活
性
化
・
経
済
危
機
対
策
臨

時
交
付
金
事
業
）
（
２
６
５
４
万
円
）

…
地
上
デ
ジ
タ
ル
化
に
対
応
す
る
た

め
の
テ
レ
ビ
受
像
機
購
入
費
お
よ
び

改
修
工
事
費
。

【
民
生
費
】

・
住
宅
手
当
緊
急
特
別
措
置
事
業
を
実

施
す
る
（
８
９
８
万
４
千
円
）
…
離
職

に
よ
り
収
入
が
無
く
な
っ
た
た
め
住

宅
を
失
っ
た
方
、
ま
た
は
失
う
恐
れ

の
あ
る
方
が
安
心
し
て
就
職
活
動
が

で
き
る
よ
う
に
住
宅
手
当
を
支
給
す

る
た
め
の
費
用
。

・
子
育
て
応
援
特
別
手
当
を
支
給
す
る

（
８
５
８
９
万
５
千
円
）
…
子
育
て
応

援
特
別
手
当
を
支
給
す
る
た
め
の
費

用
。
幼
児
（
３
歳
〜
５
歳
）
一
人
当
た

り
３
万
６
千
円
を
支
給
。

・
Ｄ
Ｖ
被
害
者
等
に
生
活
支
援
特
別
給

付
金
を
支
給
す
る
（
地
域
活
性
化
・

経
済
危
機
対
策
臨
時
交
付
金
事
業
）

（
52
万
８
千
円
）
…
Ｄ
Ｖ
被
害
者
に
対

し
て
生
活
支
援
特
別
給
付
金
を
支
給

す
る
た
め
の
費
用
。

【
衛
生
費
】

・
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
を

実
施
す
る
（
地
域
活
性
化
・
経
済

危

機

対

策

臨

時

交

付

金

事

業

）

（
２
８
５
万
９
千
円
）
…
マ
ス
ク
や
消

毒
液
お
よ
び
テ
ン
ト
な
ど
の
購
入

費
。

・
女
性
特
有
の
が
ん
検
診
推
進
事
業
を

実
施
す
る
（
１
０
９
３
万
３
千
円
）
…

子
宮
頸
が
ん
や
乳
が
ん
の
検
診
を
実

施
す
る
た
め
の
費
用
。

【
商
工
費
】

・
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
を
運
営
す
る

（
２
３
１
万
円
）
…
消
費
生
活
相
談
体

制
を
強
化
す
る
た
め
の
啓
発
用
ポ

ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
購
入
費
、
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
印
刷
費
な
ど
。

【
土
木
費
】

・
市
道
整
備
事
業
費
（
１
億
６
９
６
４

万
５
千
円
）
…
市
道
４
４
１
号
線
（
県

道
牛
久
守
谷
線
〜
田
宮
区
民
会
館
付

近
）
な
ど
市
内
６
路
線
に
つ
い
て
の

整
備
事
業
費
。

・
排
水
施
設
整
備
費
（
２
８
３
５
万
円
）

…
東
み
ど
り
野
（
南
５
丁
目
）
の
排
水

溝
設
置
、
道
路
舗
装
工
事
費
。

・
ひ
た
ち
野
リ
フ
レ
を
取
得
し
改

修

す

る
（
地

域

活

性

化
・

経

済

危

機

対

策

臨

時

交

付

金

事

業

）

（
２
億
７
９
５
０
万
６
千
円
）
…
ひ
た

ち
野
う
し
く
地
区
の
リ
フ
レ
ビ
ル
を

取
得
し
、
改
修
す
る
た
め
の
費
用
。

改
修
工
事
費
、
土
地
購
入
費
。

【
教
育
費
】

・
小
学
校
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
と

そ

の

周

辺

機

器

を

整

備

す

る

（
１
億
４
１
３
７
万
１
千
円
）
…
小
学

校
パ
ソ
コ
ン
教
室
の
パ
ソ
コ
ン
入
れ

替
え
に
伴
う
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
お
よ
び
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パ
ソ
コ
ン
機
器
購
入
費
。

・
小
川
芋
銭
研
究
セ
ン
タ
ー
を
管

理
運
営
す
る
（
地
域
活
性
化
・
経

済
危
機
対
策
臨
時
交
付
金
事
業
）

（
３
４
１
４
万
４
千
円
）
…
小
川
芋
銭

研
究
セ
ン
タ
ー
の
改
修
工
事
費
、
備

品
購
入
費
な
ど
。

・
中
央
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
駐
車
場

を
増
設
す
る
（
地
域
活
性
化
・
経

済
危
機
対
策
臨
時
交
付
金
事
業
）

（
１
７
０
０
万
円
）
…
駐
車
場
増
設
工

事
費
。

・
女
化
運
動
広
場
を
整
備
す
る（
地
域

活
性
化
・
経
済
危
機
対
策
臨
時
交
付

金
事
業
）（
３
８
５
２
万
３
千
円
）
…

女
化
運
動
広
場
を
芝
生
の
グ
ラ
ウ
ン

ド
に
す
る
た
め
の
造
成
工
事
費
な
ど
。

◆
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算

　

現

在

の

歳

入

歳

出

予

算

額

に

２
億
１
５
４
１
万
６
千
円
を
追
加
し
、

予
算
総
額
を
69
億
８
６
４
１
万
６
千
円

と
す
る
も
の
で
す
。
主
な
内
容
は
次
の

と
お
り
で
す
。

【
保
険
給
付
費
】

・
退
職
被
保
険
者
等
療
養
給
付
費

（
１
億
４
２
３
７
万
１
千
円
）

・
退
職
被
保
険
者
等
高
額
療
養
費

（
２
３
３
１
万
５
千
円
）

【
諸
支
出
金
】

・
償
還
金
（
６
５
４
５
万
１
千
円
）
…
退

職
者
医
療
費
交
付
金
返
還
金

◆
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

　

現

在

の

歳

入

歳

出

予

算

額

に

５
７
６
万
４
千
円
を
追
加
し
、
予
算
総

額
を
25
億
２
１
７
６
万
４
千
円
と
す
る

も
の
で
す
。
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り

で
す
。

【
公
債
費
】

・
下
水
道
償
還
金
利
子（
５
７
６
万
４
千

円
）

◆
老
人
保
健
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

　

現

在

の

歳

入

歳

出

予

算

額

に

８
３
５
万
５
千
円
を
追
加
し
、
予
算
総

額
を
２
１
８
５
万
５
千
円
と
す
る
も
の

で
す
。
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
諸
支
出
金
】

・
償
還
金
（
４
１
１
万
３
千
円
）

・
一
般
会
計
繰
出
金（
４
２
４
万
２
千
円
）

◆
小
規
模
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

　

現

在

の

歳

入

歳

出

予

算

額

に

４
０
０
万
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
を

３
３
０
０
万
円
と
す
る
も
の
で
す
。
主

な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
上
水
道
切
替
業
務
設
計
委
託
料

（
４
０
０
万
円
）

◆
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

　

現

在

の

歳

入

歳

出

予

算

額

に

６
７
４
７
万
３
千
円
を
追
加
し
、
予
算

総
額
を
29
億
７
２
９
２
万
円
と
す
る
も

の
で
す
。
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で

す
。

【
基
金
積
立
金
】

・
介
護
給
付
費
準
備
基
金
積
立
金

（
３
２
６
２
万
２
千
円
）

【
諸
支
出
金
】

・
一
般
会
計
繰
出
金（
２
３
０
０
万
８
千

円
）

◆
工
業
用
地
造
成
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算

　

基
金
繰
入
金
を
減
額
し
、
前
年
度
繰

越
金
お
よ
び
負
担
金
を
増
額
す
る
も
の

で
予
算
額
の
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。
主

な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
企
業
誘
致
事
業
等
推
進
基
金
繰
入
金

（
△
５
１
８
万
８
千
円
）

・
前
年
度
繰
越
金
（
４
１
８
万
９
千
円
）

・
県
南
水
道
工
事
負
担
金
（
99
万
９
千

円
）

問
い
合
わ
せ　

各
担
当
課
ま
で
（
市
役

所
☎
８
７
３
・
２
１
１
１
）

２
０
１
０
茨
城
県
民
手
帳

の
申
し
込
み
開
始

隠
れ
た
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
！
県
民
必
携

の
便
利
な
手
帳
で
す

●
ポ
ケ
ッ
ト

判
（
７

㎝

×

12

㎝
）

鉛
筆
付
き

３
０
０
円

●
標
準
判
（
８
・
２
㎝
×
13
・
９
㎝
）

鉛
筆
付
き
４
０
０
円

●
デ
ス
ク
判
（
14
・
９
㎝
×
21
㎝
）
９

０
０
円

※
す
べ
て
税
込
み
価
格
に
な
り
ま

す
。
表
紙
の
色
は
若
草
色
で
す
。

申
し
込
み
方
法　

氏
名
、
住
所
、
電

話
番
号（
日
中
連
絡
が
つ
く
と
こ

ろ
）、
手
帳
の
種
類
と
冊
数
を
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
パ
ン
フ
レ
ッ

ト（
申
込
書
）
は
、
市
総
務
課
お
よ

び
各
公
共
施
設
に
あ
り
ま
す
。

※
手
帳
は
受
注
製
作
で
す
の
で
、
お

届
け
は
11
月
上
旬
（
予
定
）
、
受
け

取
り
は
代
金
と
引
き
換
え
に
な
り

ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

申
込
締
め
切
り
日　

９
月
24
日
（
木
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

市
総
務

課
☎
内
線
１
０
１
４
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職員の人事行政の運営状況をお知らせします
　平成20年度および平成21年度の職員の人事行政の運営状況の概要は次のとおりです。なお、詳細は、

市ホームページ (http://www.city.ushiku.ibaraki.jp/section/soumu.htm) で公表を予定しています。

　公表事項の内容は、市総務課（☎内線1011）までお問い合わせください。

職員数の状況
●部局別職員数（各年4月1日現在） （単位：人）

区　分 条例定数 平成21年 平成20年 増減数 備　　考

議会 6 3 4 △1 ※職員数は常勤職員で、休職者 ･ 派遣職員を含

みます。ただし、市長、副市長、教育長を除

いています。

市長部局 390 332 330 2

監査委員 4 3 3 0

教育委員会 140 53 59 △6

農業委員会 5 3 3 0

計 545 394 399 △5

●部門別職員数（各年4月1日現在） （単位：人）

区　分 平成21年 平成20年 増減数 備　　考

議　会 3 4 △ 1 ・部門別職員数は、兼務をしている職員につい

ては主たる業務での計上となりますので、必ず

しも部局別職員数とは一致しない場合がありま

す。

・職員数は一般職に属する職員数であり、休職者、

茨城県などへの派遣職員を含み、臨時･非常勤職

員を除いています。

・一般行政部門とは、特別行政部門、公営企業等会

計部門以外の部門で、特別行政部門は教育の部門、

公営企業等会計部門は下水道、国民健康保険、青

果市場、介護保険、企業誘致、後期高齢者医療保

険の部門をいいます。

・職員数は市長、副市長、教育長を除いています。

総　務 88 89 △ 1

税　務 33 33 0

労　働 1 1 0

農林水産 12 12 0

商　工 4 4 0

土　木 47 44 3

民　生 81 82 △ 1

衛　生 37 36 1

一般行政部門計 306 305 1

教　育 53 59 △ 6

特別行政部門計 53 59 △ 6

下水道 8 9 △ 1

その他 27 26 1

公営企業等会計部門計 35 35 0

総合計 394 399 △ 5

●年齢別職員数の状況

　（平成21年4月1日現在）　　　　　（単位：人）

年齢区分 行政職Ⅰ 行政職Ⅱ 計

24～25歳 2 0 2

26～27歳 6 0 6

28～29歳 10 0 10

30～31歳 22 0 22

32～33歳 21 0 21

34～35歳 20 0 20

36～37歳 16 0 16

38～39歳 14 0 14

40～41歳 20 0 20

42～43歳 27 1 28

44～45歳 23 0 23

46～47歳 34 2 36
※任期付職員含む。60歳以上は、任期付職員（土

木専門職員）です。

年齢区分 行政職Ⅰ 行政職Ⅱ 計

48～49歳 47 0 47

50～51歳 31 0 31

52～53歳 33 2 35

54歳 12 1 13

55歳 7 4 11

56歳 6 1 7

57歳 9 4 13

58歳 6 3 9

59歳 6 2 8

60歳以上 2 0 2

計 374 20 394
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区分 標準的な職務内容 職員数 構成比

1級
①主事、技師、保育士、幼稚園教諭、保健師、看護師、理学療法士、精神
保健福祉士、管理栄養士および栄養士の職務②主事補および技師補の職務

5人 1.3％

2級
高度な知識または経験を必要とする主事、技師、保育士、幼稚園教諭、保健師、
看護師、理学療法士、精神保健福祉士、管理栄養士および栄養士の職務

10人 2.7％

3級 ①副主査の職務②主任の職務 207人 55.3％

4級 ①課長補佐の職務②副参事の職務③主査の職務 101人 27.0％

5級 ①課長の職務②参事の職務 38人 10.2％

6級 ①次長の職務②理事の職務 7人 1.9％

7級 部長の職務 6人 1.6％

区分 標準的な職務内容 職員数 構成比

1級

①一般技能職員（物の製造もしくは修理または機器の運転もしくは操作に 
　従事する職員をいう。以下同じ。）の職務 
②調理などの家政的業務を行う職員の職務 
③自動車運転手の職務 
④用務員、労務作業員などの職務

0人 0％

2級 経験を有する前記の職 0人 0％

3級 相当な技能または経験を必要とする前記の職 0人 0％

4級 高度な技能または経験を必要とする前記の職 1人 5.0％

5級 特に高度な技能または経験を必要とする前記の職 19人 95.0％

②行政職Ⅱの級別職員数の状況（平成21年4月1日現在）

●級別職員数などの状況

①行政職Ⅰの級別職員数の状況（平成21年4月1日現在）

●採用者数の状況（平成21年4月1日付け） （単位：人）

区　分 試験採用 選考採用 再任用 計

一般職 9 2 0 11

現業職 0 0 0 0

計 9 2 0 11

●退職者数の状況（平成20年度） （単位：人）

区　分 定年 勧奨 その他 計

一般職 3 9 1 13

現業職 2 1 0 3

計 5 10 1 16

●障害者の任用状況（各年6月1日現在）

区　分 法定雇用率 平成 21 年 平成 20 年
市長部局 2.10% 2.15% 2.74%

教育委員会 2.10% 3.70% 3.33%

合算分 2.10% 2.38% 2.86%

●職員派遣の状況（平成20年度）

派　遣　先 人数 期間 備考

茨城県環境政策課 1人 2年 対等人事交流

茨城県広報広聴課 1人 2年 〃

茨城県竜ヶ崎保健所 1人 2年 〃

茨城県市町村課 1人 1年 実務研修生

茨城県東京事務所 1人 2年 〃

茨城県後期高齢者医療広域連合 1 人 3年 その他

茨城県県南水道企業団 1人 2年 〃

※任期付職員2人選考採用。

※6ページへ続く。

●競争試験の実施状況（平成21年4月1日付け）

　正規職員の競争試験を実施（一般事務職、土木

職、建築職）、任期付職員選考採用試験を実施。

●選考採用の状況（平成21年4月1日付け） （単位：人）

区　分 市長部局 教育委員会 計 備　考

正規職員 0 0 0

任期付職員 2 0 2

計 2 0 2

職員の任免に関する状況

●採用者数の状況（平成20年度） （単位：人）

区　分 試験採用 選考採用 再任用 計

一般職 0 3 0 3

現業職 0 0 0 0

計 0 3 0 3

※任期付職員2人採用、県警からの派遣職員1人受け入れ。

●競争試験の実施状況（平成20年度）

　任期付職員の選考採用試験を実施。

●選考採用の状況（平成20年度） （単位：人）

区　分 市長部局 教育委員会 計 備　考

正規職員 1 0 1

任期付職員 2 0 2

計 3 0 3

※正規職員は県警からの派遣職員。
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給与の状況

●職員の平均給料月額、平均給与月額および

　平均年齢の状況（平成21年4月1日現在）

区分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額

一般職 45.0歳 353,000円 419,400円

現業職 55.0歳 359,000円 377,300円

※「平均給料月額」とは、平成21年4月1日現在に

おける職員の基本給の平均です。「平均給与月

額」とは、給料月額と毎月支払われる扶養手当、

住居手当、時間外勤務手当、通勤手当などの諸

手当の額を合計したものです。

●職員の初任給の状況（平成21年4月1日現在）

区　分
牛久市 国

初任給 初任給

一般職
大学卒 172,200円 172,200円

高校卒 140,100円 140,100円

現業職
高校卒 137,200円 －

中学卒 － －

●職員の経験年数別 ･学歴別平均給料月額の
　状況（平成21年4月1日現在）

区　分
経験年数
10～15年未満

経験年数
15～20年未満

経験年数
20～25年未満

一般職
大学卒 274,900円 320,400円 365,200円

高校卒 262,400円 268,200円 331,600円

現業職
高校卒 該当者なし 該当者なし 342,400円

中学卒 該当者なし 該当者なし 該当者なし

●職員の年齢別給料、手当、給与年額

（一般行政職員）

平均
年齢

平均給料年額 平均手当年額 平均給与年額

27歳 2,409,300円 1,173,311円 3,582,611円

28歳 2,448,075円 1,343,596円 3,791,671円

29歳 2,705,475円 1,296,228円 4,001,703円

30歳 2,847,215円 1,660,376円 4,507,591円

31歳 2,926,800円 1,981,425円 4,908,225円

32歳 2,992,200円 1,939,754円 4,931,954円

33歳 3,081,833円 1,788,102円 4,869,935円

34歳 3,159,180円 1,878,708円 5,037,888円

35歳 3,306,263円 1,753,471円 5,059,733円

36歳 3,416,820円 2,046,519円 5,463,339円

37歳 3,550,650円 1,897,632円 5,448,282円

38歳 3,625,872円 2,013,976円 5,639,848円

39歳 3,786,975円 2,102,134円 5,889,109円

40歳 3,959,600円 2,106,226円 6,065,826円

41歳 3,999,257円 2,070,045円 6,069,302円

42歳 4,102,080円 2,180,497円 6,282,577円

43歳 4,134,943円 2,026,120円 6,161,063円

44歳 4,226,400円 2,361,430円 6,587,830円

45歳 4,383,943円 2,101,296円 6,485,239円

46歳 4,531,886円 2,133,818円 6,665,704円

47歳 4,602,686円 2,263,319円 6,866,005円

48歳 4,722,720円 2,059,214円 6,781,934円

49歳 4,768,971円 2,325,026円 7,093,998円

50歳 4,745,189円 2,207,527円 6,952,716円

51歳 4,839,086円 2,091,060円 6,930,146円

52歳 4,942,800円 1,883,208円 6,826,008円

53歳 4,983,600円 2,178,796円 7,162,396円

54歳 5,024,400円 2,172,759円 7,197,159円

58歳 5,004,000円 2,792,421円 7,796,421円

60歳 5,126,400円 2,368,860円 7,495,260円

66歳 3,120,300円 1,634,594円 4,754,894円

※一般行政職員の平均手当年額には、扶養手当、通

勤手当、期末勤勉手当、地域手当、特殊勤務手当、

住居手当、宿日直手当、時間外勤務手当が含ま

れます。

※平成20年1月から12月までの給与支給実績の平均

です。

※平均年齢は、平成21年1月1日現在のものです。

●職員の年齢別給料、手当、給与年額（管理職）

区　分
平均
年齢

平均
給料年額

平均
手当年額

平均
給与年額

部長職 56歳 5,287,500円 4,044,409円 9,331,909円

課長職 52歳 4,939,484円 3,472,903円 8,412,386円

課長補佐職 50歳 4,796,972円 2,638,209円 7,435,081円

※管理職の平均手当年額には、管理職手当、扶養

手当、通勤手当、期末勤勉手当、地域手当、特

殊勤務手当、住居手当、管理職員特別勤務手当、

宿日直手当が含まれます。

※平成20年1月から12月までの給与支給実績の平均

です。

※平均年齢は、平成21年1月1日現在のものです。
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職員の手当の状況

●期末手当・勤勉手当（平成21年4月1日現在）

牛　久　市 国

1人当たり平均支給額 (20年度 )　178万3千円 －

6月期

12月期
合　計

(20年度支給割合 )

 期末手当 勤勉手当
 1.4 0.75 月分
 1.6 0.75 月分

 3.0 1.5 月分

(20年度支給割合 )

 期末手当 勤勉手当
 1.4 0.75 月分
 1.6 0.75 月分

 3.0 1.5 月分

加算措置
の状況

職制上の段階、職務の級などによる加算措置
・役職加算　5～15％

職制上の段階、職務の級などによる加算措置
・役職加算　5～20％

・管理職加算　10～25％

※勤勉手当は、平成18年度から勤務評定に基づく勤務成績に応じて支給しています。

●退職手当（平成21年4月1日現在）

牛久市（退職手当事務組合による） 国

( 支給率 )

勤続20年

勤続25年

勤続35年
最高限度額

 自己都合 　　  勧奨 ･定年

 23.50 30.55 月分

 33.50 41.34 月分

 47.50 59.28 月分
 59.28 59.28 月分

 自己都合 　　  勧奨 ･定年

 23.50 30.55 月分

 33.50 41.34 月分

 47.50 59.28 月分
 59.28 59.28 月分

その他の加算措置
定年前早期退職特例措置　2～20％加算
1人当たり平均支給額 (20年度 )2,300万3,000円

定年前早期退職特例措置　2～20％加算

●特殊勤務手当（平成21年4月1日現在）

支給実績（20年度決算） 294,000円

支給職員1人当たり平均支給年額（20年度決算） 2,625円

職員全体に占める手当支給職員の割合（20年度） 28.0％

手当の種類（手当数） 下記の3手当のみ支給

手当の名称 主な支給対象職員 主な支給対象業務 左記職員に対する支給単価

感染症消毒作業手当
感染症感染の危険がある作

業に従事した職員

感染症の病原体に汚染された場

所や物件の消毒や動物などの駆除
1日につき　2,000円

行旅死亡人又は変死人処理

作業手当

行旅死亡人または変死人処

理作業に従事した職員
死体処理 1回につき　3,000円

災害出動手当
荒天、水害などの災害現場に

出動し業務に従事した職員
台風災害現場出動 1日につき　2,000円

●時間外勤務手当 区　分 平成19年度 平成20年度

支給実績 5,917万7,000円 4,282万9,000円

支給職員1人当たり平均支給年額 20万9,000円 14万1,000円

※退職手当の１人当たり平均支給額は、前年度に退職した全職種に係る職員に支給された平均額です。

●職員の年齢別給料、手当、給与年額（技能労務職員）

平均年齢 平均給料年額 平均手当年額 平均給与年額

47歳 3,982,400円 2,234,645円 6,217,045円

52歳 4,144,800円 1,834,274円 5,979,074円

54歳 4,353,600円 1,804,047円 6,157,647円

55歳 4,269,200円 1,735,933円 6,005,133円

56歳 4,331,400円 1,786,566円 6,117,966円

57歳 4,408,500円 1,882,032円 6,290,532円

58歳 4,596,800円 1,833,846円 6,430,646円

59歳 4,486,800円 1,805,353円 6,292,153円

60歳 4,687,800円 1,839,617円 6,527,417円

※技能労務職員の平均手当年額には、扶養手

当、通勤手当、期末勤勉手当、地域手当、

特殊勤務手当、住居手当、時間外勤務手当

が含まれます。

※平成20年1月から12月までの給与支給実績

の平均です。

※平均年齢は、平成21年1月1日現在のもので

す。

※8ページへ続く。
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●その他の手当（平成21年4月1日現在）

手当名 内容および支給単価
国の制度

との異同

国の制度と

異なる内容

支給実績

（20年度決算）

支給職員1人当たり平均

支給年額（20年度決算）

扶養手当

配偶者13,000円、その他6,500円、
満16歳の年度初めから満22歳の年

度末までの子1人につき5,000円加算

国と同一 5,494万8千円 252,054円

地域手当

5級地（制度完成時地域手当率6％）

（平成21年度5％であり平成22年
度まで段階的に引き上げます）

国と異なる 2,182万2千円 100,100円

支給率は国の制度上と同一ですが、手当額の計算方法が異なります。当市で

は、給料表上の額に地域手当率（平成21年度は5％）を掛け合わせたものと現
給保障額を比べ、現給保障額を超えた差額分のみを支給しています。（市独自）

住居手当

・持ち家で新築または購入から5
年間、月額2,500円支給

・借家の場合…家賃12,000円を超え
る場合、家賃の額に応じて27,000

円を限度に支給

国と同一 1,306万5千円 167,490円

通勤手当

・乗用車を利用する場合…距離に

応じて2,000円～24,500円支給
・電車、バスを利用する場合…6

カ月定期を基本として、1カ月
当たり55,000円まで支給

国と同一 1,830万9千円 55,314円

管理職手当

・部長…10万円
・次長、理事兼課長…8万円

・課長…7万円

・参事兼課長補佐、参事兼園長…5万円

・課長補佐、園長…4万円
・理事…2万円

・参事…1万円

国と異なる

定 額 制 を

取っている
ところは国

と同一だが、

支給額が異
なる。

6,721万円 658,922円

単身赴任

手当

勤務地により単身赴任する職員

に月額23,000円支給
国と同一 － －

特別職の報酬等の状況

●特別職の報酬等の状況（平成21年4月1日現在）

区　分 給　料　月　額　等

期末手当

市長

副市長

教育長

 6月期 1.60 月分

 12月期 1.80 月分

 合　計 3.40 月分

議長

副議長

議員

 6月期 1.60 月分

 12月期 1.80 月分

 合　計 3.40 月分

退職手当
市長

副市長

教育長

（算定方式） 1年 2年 3年 4年 支給時期

 月数 5.5 11.0 16.5 22.0 退職時

 月数 3.1 6.2 9.3 12.4 退職時

 月数 2.4 4.8 7.2 9.6 退職時

区　分 給　料　月　額　等

給　料

市長

副市長

教育長

880,000円

680,000円

640,000円

報　酬

議長

副議長

議員

450,000円

410,000円

390,000円

公平委員会業務状況
●勤務条件に関する措置の要求状況（平成20年度）

●不利益処分に関する不服申立ての状況（平成20年度）

　申立てなし

新規申立件数
処理件数 平成 20年度末

係属件数申立容認 棄却 却下 取下げ 計

1件 0件 1件 0件 0件 1件 0件
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問い合わせ　市総務課☎内線 1011

職員の勤務時間、その他の勤務条件の状況

●勤務時間
・午前8時30分から午後5時15分まで（7時間45分勤務）

・休憩時間…正午から午後1時まで（1時間）

※保育園職員などは早番、遅番の制度があり、午前

　7時から午後7時の間で7時間45分勤務になるよう割り振り変更しています。

●年次有給休暇
・毎年1月から12月の1年間当たり20日を超えない範囲内

・前年の繰り越しは20日の範囲内で残日数

・休暇単位は1日または半日。1時間単位でも取得できます。

●療養休暇
　職員が負傷または疾病のため療養する必要があり、勤務しないことがやむを得ないと認められる場合の

休暇。任命権者の承認を受けなければなりません。

・公務による場合…その療養に必要と認める期間

・私事による場合…90日の範囲内（平成18年7月1日から）

●特別休暇
　選挙権の行使、結婚、出産、交通機関の事故などの事由により、職員が勤務しないことが相当である場

合の休暇。任命権者の承認を受けなければなりません。

・牛久市職員の勤務時間、休暇等に関する規則、別表第2の32項目

●介護休暇（無給）
　職員が配偶者、父母、子、配偶者の父母、祖父母、孫および兄弟姉妹を介護する場合の休暇。任命権者

の承認を受けなければなりません。

・2週間～6カ月の間で請求できます。

・平成19年度・20年度とも介護休暇の承認はありません。

●組合休暇（無給）
　職員が職員団体の規約に定める機関の構成員として当該団体または上部団体の業務に従事する場合。

任命権者の承認を受けなければなりません。

・1日または1時間単位で請求できます。

●育児休業承認状況
　職員が育児をするための休業制度があり、最長3年間取得することができます。

○平成19・20年度の新規承認者

年度 区分
育児休業

取得者数

育児休業承認期間

9月超え

1年以下

1年超え

1年3月以下

1年3月超え

1年9月以下

1年9月超え

2年以下

平成19年度

一般部門 4人 2人 － 2人 －

教育部門 2人 － － 2人 －

合　計 6人 2人（33.3％） － 4人（66.7％） －

平成20年度

一般部門 4人 2人 1人 1人 －

教育部門 － － － － －

合　計 4人 2人（50.0％） 1人（25.0％） 1人（25.0％） －

休憩時間

8:30 　　　　　12:00　　 　　13:00 　　　　17:15

平均取得日数

平成 19年度 平成 20 年度

年次有給休暇 11.9 日 11.6 日

※平成20年度勤務条件調査より。

取得者数

平成 19年度 平成 20 年度

療養休暇 17 人 14 人

取得者数

平成 19年度 平成 20 年度

組合休暇 1 人 1人

職員の分限処分および懲戒処分の状況
●分限処分・懲戒処分の状況（平成20年度）
・分限処分とは、職員が一定の事由によりその職責を十分に果たすことが期待できない場合に、本人の意

に反して不利益な身分上の変動をもたらす処分をいいます。

・懲戒処分とは、職員の一定の義務違反に対して、公務における規律と秩序を維持することを目的に行う

不利益処分をいいます。

心身の故障 分限休職 2人

職務義務違反 戒告処分 1人
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プ ロ グ ラ ム

◆展示の部
〈午前9時～午後4時30分、最終日は午後4時まで〉

内　容 期　日 会　場

小中学生作品展

（絵画 ･習字展）

10月21日（水）

～25日（日）

市中央生涯学習セン

ター多目的ホール

一般作品展

（日本画･洋画･

立体・版画･写真）
10月21日（水）

～25日（日）

市中央生涯学習セン

ター展示ホール

一般作品展

（書道）

市中央生涯学習セン

ター大講座室

盆栽展
10月23日（金）

～25日（日）

市中央生涯学習セン

ター文化ホールホワ

イエ

各種団体等

作品展

10月30日（金）～

11月3日（火・祝）

市中央生涯学習セン

ター多目的ホール、

展示ホール1階ほか

華道展
11月1日（日）

～3日（火・祝）

市中央生涯学習セン

ターホワイエ、展示

ホール2階

菊花展
11月1日（日）

～8日（日）

三日月橋生涯学習セ

ンター駐車場

書道展
11月5日（木）

～8日（日）

市中央生涯学習セン

ター 多目的ホール

◆ステージ発表の部
〈市中央生涯学習センター ･文化ホール〉

日　時 名　称 内　容

10月21日（水）

9:20～
小中学校音楽祭

市内小中学校の児童・

生徒のステージ発表

10月18日（日）

10:00～

大会セレモニー

シビックコン

サート

伝統音楽と各コーラ

スおよび音楽グルー

プの集い

10月25日（日）

10:00～

各種ステージ発

表（邦楽の部）

舞踊、民謡、詩吟、

太鼓などのステージ

発表

11月1日（日）

13:30～

各種ステージ発

表（洋舞の部）

バレエ、フラダンス、

カントリーダンスな

どのステージ発表

11月7日（土）・

8日（日）

10:00～

あなた一人のた

めのピアノコン

サート

参加者自主企画によ

る、プライベートファ

ミリーコンサート

◆各種イベント
内　容 期　日 会　場

将棋大会 11月3日（火・祝）
市中央生涯学習セン

ター 和室

茶会 11月3日（火・祝）

市中央生涯学習セン

ター茶室 ･小講座室 ･

文化ホールラウンジ

太極拳発表 11月3日（火・祝）
市中央生涯学習セン

ター広場

◆コーナー展
内　容 期　日 会　場

東洋大学附属

牛久高校歴史部

10月21日（水）

～25日（日）

市中央生涯学習

セ ン タ ー 文 化

ホール通路

（財）日本植物調節

剤研究協会研究所 市中央生涯学習

セ ン タ ー 展 示

ホール（1階）

（社）牛久市社会福祉協議会

つくばセントラル病院

通所リハビリテーション

牛久市体育協会
10月30日（金）～

11月3日（火・祝）
文化ホール通路

牛久市民秋まつり
みて・きいて・かんじて…いつも新たな感動を！

第33回牛久市民　文化祭
期  間　10月18日（日）・21日（水）～11月8日（日）

場  所　市中央生涯学習センター・三日月橋生涯　　　 学習センター（11月1日（日）～8日（日）菊花展）

　第33回牛久市民文化祭が、10月18日から11月8日

までの休館日・会場準備（10月19日・20日・26日～

29日、11月4日）を除く期間、市中央生涯学習センター

を会場に開催されます。さまざまな分野の市民団体、

約100団体がこの日のために創作活動や猛練習を重

ね、その成果を発表します。みて・きいて・かんじて、

同じ感動の中から人と人との交流を深めてみてはい

かがでしょうか。

　文化祭を通して、秋のさわやかなひとときをお過

ごしください。



11  －広報うしく　２００９．９．１－

将棋大会

牛久市民秋まつり
みて・きいて・かんじて…いつも新たな感動を！

第33回牛久市民　文化祭
期  間　10月18日（日）・21日（水）～11月8日（日）

場  所　市中央生涯学習センター・三日月橋生涯　　　 学習センター（11月1日（日）～8日（日）菊花展）

会
場
案
内
図

　

《
市
中
央
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
》

日時　11月3日（火・祝）午前9時～

場所　市中央生涯学習センター和室（2階）

対象　市内に在住・在勤・在学の初心者から上級者まで

内容　Aクラス（段位者）、Bクラス（級位者）、小

中学生の部

参加費　1,200円（昼食代含む）、小中学生は200円

（午前中に終了のため昼食は各自で用意）

申し込み方法　当日の午前9時から9時30分までに

直接会場にお越しください。

※牛久市出身の古河彩子女流二段が参加予定。

問い合わせ　市中央生涯学習センター☎871-2301、

野川☎873-4759（留守番電話の場合はメッセー

ジを入れてください）ホームページ http://www.

ushiku-shimin.jp/ucymn9/
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日時：11月1日（日）～8日（日）午前9時～午後4時

場所：三日月橋生涯学習センター

主催：牛久菊花会

入場料：無料

問い合わせ：三箇☎873-5869

第34回菊花展

　健康太極拳は、体を柔らかくゆっくり動かして

意識、呼吸、動作を一つにし、気の流れをよくして、

体と心を元気にしていきます。ご一緒に動いてみ

ませんか。

日時：11月3日（火・祝）正午～

場所：市中央生涯学習センター広場

問い合わせ：野口☎872-1912

日本健康太極拳協会

「うしく太極拳の会」

牛久市民文化祭イベント案内

第13回秋季盆栽合同展

　一年の中で一番の盆栽観賞時期で、野山が色づ

き、里に実りの秋を感じさせてくれるのは、この

ころからです。

　松、サツキなど時代と風格を感じる盆栽、もみじ、

楓の色づく雑木盆栽や、実物盆栽、これらが会場

を彩り感動を与えてくれることでしょう。

日時：10月23日（金）～25日（日）午前10時～午後4時

　　　（最終日は午後3時まで）

場所：市中央生涯学習センター文化ホールホワイエ

主催：牛久さつき愛好会、牛久盆栽研究会

入場料：無料

問い合わせ：牛久さつき愛好会（森）☎874-9938　

　　　　　　 牛久盆栽研究会（鈴木）☎873-9673

問い合わせ　市中央生涯学習センター

　　　　　　☎871-2301 FAX871-1334

　好評をいただいている「菊花展」の季節になりま

した。新構想のもと、会員の丹精込めた各種作品

が約350鉢～400鉢展示されます。

　菊の花は牛久市の花、素晴らしい菊の花を心行

くまでご観賞ください。

　今年もさわやかな秋に多くの「体験してみたい」

市民の皆さんと輪になって、細胞の中にある細胞

呼吸小器官・ミトコンドリアを元気にするための

中医学気功の実演や勉強、交流の祭を楽しみにし

ています。（最先端研究では、がん抑制遺伝子はミ

トコンドリアにあることが解明されてきました）

日時：11月1日（日）正午～

場所：市中央生涯学習センター広場

問い合わせ：曽紅☎874-9986

帯津三敬病院養生塾茨城県南支部

ミトコンドリア細胞呼吸学園

「医学気功教室」
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＜143＞
牛久運動公園体育館内

牛久市体育協会事務局

　☎873-2486 FAX873-2895

（93）
市教育委員会生涯学習課内

牛久市文化協会事務局

　☎871-2301 FAX871-1334

加盟団体紹介 催し物のご案内

岳風流牛久同好会（代表：殿谷保雄☎874-0473）

　毎週日曜日の午後2時から4時30分まで、腹式呼

吸による発声および吟詠の練習を行っています。独

自の発声練習に特徴があり、短時間で吟詠ができる

ようになります。見学大歓迎。

●民謡心千会おさらい会

日時　9月29日（火）午後1時30分～

場所　エスカード生涯学習センター多目的ホール

入場料　無料

問 い合わせ　民謡心千会（尾崎）☎873-3775

●2009牛久ハーモニカメイトコンサート

日時　10月4日（日）午後1時～

場所　三日月橋生涯学習センター

入場料　無料

問 い合わせ　牛久ハーモニカメイト（那須）☎872-5289

※藪谷・山本講師が演奏します。牛久近隣市ハー

モニカ同好会共演。

文 化 公 演 事 業

５
月
の
遠
的
・
近
的
大

会
入
賞
者
一
同
。
10
月

24
日
（
土
）
午
前
９
時
か

ら
午
後
６
時
に
、
第
４

回
牛
久
市
百
射
弓
道
大

会
を
開
催
し
ま
す
。

牛久弓道会 代表：坂本　允

【活動目的】「心身の鍛錬で健康な体づくり」、「会員相互の

親ぼくを深めること」を目標に、老若男女が楽しめる生

涯スポーツとしての弓道普及を目指し活動しています。

【定期けいこ】

○練習日：毎週火・木曜日午後3時～5時、水曜日午後7

時～9時、土・日曜日午後1時～5時

○場所：牛久運動広場弓道場

【費用】入会金3,000円、年会費6,000円、保険料ほか2,000円

【問い合わせ】坂本☎872-9280

≪加盟団体紹介≫ かっぱ祭りパレードお疲れさまでした！

　7月25日（土）のかっぱ祭りパレードは天

候にも恵まれ、牛久体育協会本部51人と

15加盟団体・1421人で行進し、会員同士

の親ぼくを図りました。今後とも牛久市体

育協会は一致団結し元気に頑張っていきた

いと思います。

アルプスの少女ハイジ
9月27日（日）開演午後2時、午後4時終演予定

各地区敬老会を応援しています

　9月21日の敬老の日に各地区敬老会に参加します。

牛久ハーモニカメイト（器楽）、西川流若衛会（舞

踊）、新成流華菊会（舞踊）、花柳親駒会（舞踊）、花

柳流八重花会（舞踊）、梅后流江戸芸かっぽれ后希

会（舞踊）、佳葉江会（民謡）、民謡心千会、大正琴

白百合の会、大正琴琴交会

　このほかにも多数の団体が協力しています。

＊新規に3団体の加盟がありました

　・牛久三曲の会（邦楽）

　・大正琴　風（大正琴）

　・HIRO LANI フラスタジオ（洋舞）

これからも元気に頑張ります !
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市交通防災課

☎内線1683

秋の全国交通安全運動
9月21日（月・祝）～30日（水）

スローガン

　　気をつけて！　あなたの帰りを　待つ家族

運動の重点

　①夕暮れ時と夜間の歩行中・自転車乗車中の事故を無くそう

　②すべての座席でシートベルトとチャイルドシートを正しく着用しよう

　③飲酒運転を根絶しよう

交通少年団の交通安全研修会
　7月28日、向台小学校の交通少年団（5･6年生の参加希望者）の

皆さんが、ひたちなか市の自動車安全運転センター中央研修所

交通公園で、自転車の安全な乗り方研修会に参加しました。自

転車の安全な乗り方や交通のきまりなどの講話の後、ダミー人

形を使った衝突実験やトラックによる巻き込み実験などを見学

しました。

　また、公園内にある模擬道路を使って自転車の正しい乗り方

を体験しました。一人ひとり丁寧な指導を受けて、自転車の安

全な乗り方を身に付けることができました。

（平成21年8月20日現在）

発生件数　　　２８８件　（前年比－２６件）

死者数　　　　　　３人　（前年比＋　１人）

負傷者数　　　３４９人　（前年比－５４人）

資料提供　茨城県牛久警察署

交通安全母の会の世帯訪問　～子どもと親、高齢者の交通安全意識を高めよう～

★交通安全キャンペーン　　　　　9月17日（木）

　牛久消防署前交差点において、通行車両のドライバーに安全運転を呼び掛けます。

★交通事故死ゼロを目指す日　　　9月30日（水）

　わが国では、昭和43年以降毎日、国内のどこかで悲惨な交通死亡事故が発生しています。そこで、

全国一斉の活動として秋の全国交通安全運動期間中に実施します。

　県民一人ひとりが交通ルールとマナーを守り、交通死亡事故を無くしましょう！

　牛久市交通安全母の会では、市内の子育て世帯や高齢者世帯

を訪問し交通事故防止を呼び掛けます。

　9月から11月までの3カ月間、ちらしや反射材を配布しながら

・高齢者の事故が増加していること

・チャイルドシートやシートベルトの正しい着用　　　　

　など、玄関先で高齢者やご家族にひと声掛ける活動をします。

　ご理解とご協力をよろしくお願いします。
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乗り物盗 路
上
強
盗

ひ
っ
た
く
り

車
上
狙
い

性
犯
罪

侵入盗 振
り
込
め
詐
欺

計自
動
車

バ
イ
ク

自
転
車

空
き
巣
狙
い

忍
び
込
み

居
空
き

住
居
侵
入

栄
町
交
番

1区 上柏田1丁目・2丁目、栄町1丁目 3 1 6 4 2 16

2区 上柏田3丁目・４丁目、栄町2丁目 1 2 4 1 8

3区 栄町3丁目・4丁目・5丁目・6丁目 4 6 10

4区 中央1丁目・2丁目・3丁目・5丁目 2 4 23 4 33

5区 中央4丁目、神谷1丁目・3丁目・4丁目・5丁目 2 2 1 5

6区 神谷2丁目・6丁目 1 2 3

7区 さくら台1丁目・2丁目 2 2 1 5

8区
さくら台3丁目・4丁目、女化町
柏田町（常磐線東側）、柏田町の一部

1 3 2 6

9区 岡見町 1 2 2 1 6

10区 上太田町、結束町、小坂町、福田町 1 1 1 1 4

牛
久
駅
前
交
番

1区 田宮2丁目・3丁目 3 2 2 1 8

2区 田宮町（笹塚番外、つつじが丘） 1 1 2

3区 田宮町、牛久町（駅西口） 1 30 1 1 2 35

4区 牛久町（上町） 1 3 4

5区 南1丁目・2丁目 3 2 2 7

6区 南3丁目・4丁目 1 1 1 3

7区 南5丁目・6丁目 1 3 4

8区 南7丁目、牛久町（下町） 2 2 2 2 8

9区 刈谷1丁目・2丁目・5丁目 3 3

10区
刈谷3丁目・4丁目、新地町、城中町
庄兵衛新田町、遠山町

2 2

ひ
た
ち
野
交
番

1区
ひたち野東1丁目・2丁目・5丁目
ひたち野西4丁目

1 3 7 1 2 2 1 17

2区 下根町、ひたち野東3丁目・4丁目 1 1 3 1 1 1 8

3区
ひたち野西1丁目・2丁目・3丁目
東猯穴町

3 9 8 3 23

4区
猪子町、東大和田町、中根町
柏田町（常磐線西側）

1 1 1 5 1 1 10

久野交番
久野町、奥原町、井ノ岡町、桂町
正直町、島田町

1 2 3

不　明 3 2 7 2 1 15

合　計 22 23 112 4 52 22 1 1 11 248

市交通防災課☎内線 1684

牛久市の地区別街頭犯罪等発生状況（平成21年1月～6月末現在）
（資料提供：牛久警察署）

手口区分

町名など

ひったくり事件が急増しています。「まさか自分に限って」と思わない

で、「自分も狙われている」という意識を持ち、注意しましょう。

ひったくりを防止するために ･･･
・歩く時：バッグは車道寄りに持たない

　　　　　明るく人通りのある道を選ぶ

　　　　　歩きながらのメールや通話は控える

・自転車の時：かごにネットやカバーを付けよう

　　　　　　　現金を下ろした後は周囲を警戒しよう

変質者に注意！
・さびしい通りの一人歩きはやめよう

・簡単にドアを開けず、ドアチェーンを使う 

・「110番の家」を確認し、助けを求めよう

・子どもは複数で登下校しよう

「中学生の一日防犯診断」　8月7日（金）
　牛久市防犯連絡員協議会主催の中学生による住宅防

犯診断が行われました。猛暑の中、市内5校の中学生

100人が「一日防犯連絡員」となって、それぞれの学区

内にある家庭を訪問して防犯についての注意を呼び掛

けました。

　自転車盗にはツーロック！ちょっ

との時間でもかぎを掛けましょう。

防犯は　かぎかけ、声かけ、心がけ

地域ぐるみの防犯で

犯罪のない明るい街にしましょう
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今月の休館日
★全館休館日…9月14日（月）・28日（月）

としょかん
■市中央図書館☎871-1400 午前9時～午後9時

■エスカード分館☎874-3132 午前10時～午後7時

■奥野生涯学習センター図書室☎875-1133 午前9時～午後5時

■三日月橋生涯学習センター図書室☎874-1340 午前9時～午後5時ホームページ http://library.city.ushiku.ibaraki.jp/

冊
数
無
制
限
貸
出
の
お
知
ら
せ

　

特
別
整
理
期
間
に
先
立
っ
て
、
貸
出
期
間
の
延
長
と
図

書
資
料
の
冊
数
無
制
限
貸
出
を
実
施
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

実
施
期
間　

９
月
24
日
（
木
）
〜
30
日
（
水
）

貸
出
期
間　

す
べ
て
３
週
間

対
象　

図
書
・
雑
誌
・
紙
芝
居
…
無
制
限
（
新
刊
コ
ー
ナ
ー

の
本
は
５
冊
ま
で
、
雑
誌
の
最
新
号
は
貸
出
で
き
ま
せ

ん
）
、
Ｃ
Ｄ
…
３
点
ま
で
（
通
常
通
り
の
貸
出
点
数
で
す
）

※
市
中
央
図
書
館
と
エ
ス
カ
ー
ド
分
館
の
み
実
施
し
ま
す
。

※
休
館
明
け
の
貸
出
冊
数
は
通
常
通
り
で
す
。

特
別
整
理
期
間
の
た
め
10
月
１
日

（
木
）〜
７
日（
水
）ま
で
全
館
休
館
し
ま
す

日　程 演　題

第1回 10月29日（木）午後2時～4時 出産と子育ての儀礼

第2回 11月  5日（木）午後2時～4時 子ども組と子ども行事

第3回 11月12日（木）午後2時～4時 婚姻儀礼

第4回 11月19日（木）午後2時～4時 年祝いと葬送儀礼

　

休
館
期
間
中
は
、
市
中
央
図
書
館
、
エ
ス
カ
ー

ド
分
館
、
奥
野
・
三
日
月
橋
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

図
書
室
で
所
蔵
し
て
い
る
29
万
９
４
８
５
点
（
平
成

21
年
４
月
現
在
）
す
べ
て
の
資
料
の
所
在
を
確
認
す

る
作
業
を
行
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
資
料
に
つ
い
て
い
る
バ
ー
コ
ー
ド
を

一
つ
一
つ
小
型
端
末
で
読
み
取
り
、
そ
の
読
み
取
っ

た
デ
ー
タ
と
所
蔵
デ
ー
タ
を
照
ら
し
合
わ
せ
、
資

料
の
所
在
確
認
や
点
検
を
行
う
大
切
な
作
業
で
す
。

期
間
中
は
ご
不
便
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

こ
の
期
間
の
資
料
の
返
却
は
、
返
却
ポ
ス
ト
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
市
中
央
図
書
館
の
み
、
Ｃ
Ｄ

も
返
却
ポ
ス
ト
に
返
せ
ま
す
。（
場
所
は
入
り
口
自

動
ド
ア
の
左
側
で
す
）

今月の行事予定 ＜場所：市中央図書館＞

◆映画上映会◆　9月20日（日）午後2時

　『ちぎれ雲 いつか老人介護 ( 邦画）』

◆牛久おもちゃ病院◆　9月20日（日）午前10時～正午

＊おはなしよんで…毎週水曜日午後2時

＊おはなし会…毎週土曜日午後2時

＊おはなしとんとん…毎月第2日曜日午前11時

＊うさちゃんきいて…毎月第3金曜日午前10時30分

平成21年度市民大学講座受講生募集
「民俗学から見た日本人の一生～映像による通過儀礼の紹介～」

場所　市中央図書館視聴覚室（2階）

講師　中込睦子氏

　　　（筑波大学人文・文化学群日本語･日本文化学類歴史・人類学専攻准教授）

対象　市内に在住・在勤・在学の方

定員　80人※定員になり次第締め切ります。

※全4回の講座となりますが、1回でも受講できます。

申し込み方法　9月7日（月）から電話または市中央図書館カウンターでお

申し込みください。

申し込み・問い合わせ　市中央図書館☎871-1400
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火
事
だ
、
出
動
だ
！

　

消
防
団
が
出
動
す
る
現
場
を
見
た
こ

と
は
あ
り
ま
す
か
。
火
災
が
起
き
た
と

き
、
団
員
が
ど
の
よ
う
に
出
動
し
活
動

す
る
の
か
具
体
的
な
様
子
を
①
出
動
、

②
現
場
到
着
後
、
③
鎮
火
後
の
３
回
に

分
け
て
掲
載
し
ま
す
。
消
防
団
の
実
像

を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い

で
す
。

①
出
動

　

消
防
団
員
は
災
害
発
生
の
サ
イ
ン
を

い
ち
早
く
察
知
で
き
る
よ
う
、
地
域
の

情
報
に
対
し
て
常
に
高
い
意
識
を
持
っ

て
い
ま
す
。
分
団
に
配
備
さ
れ
て
い
る

防
災
無
線
の
戸
別
受
信
機
を
は
じ
め
、

か
っ
ぱ
メ
ー

ル

や

消

防

車
の
サ
イ
レ

ン
音
な
ど
で

災
害
の
発
生

を

知

る

と
、

災
害
の
規
模

や
出
動
地
域

を

判

断

し
、

自
主
的
に
自

分
の
所
属
す

る
分
団
の
車
庫
に
向
か
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
分
団
員
同
士
で
緊
急
連
絡

を
取
り
合
い
、
必
要
最
低
限
の
人
数
が

集
ま
り
次
第
消
防
車
を
出
動
さ
せ
ま

す
。
消
防
車
出
動
後
は
、
直
接
職
場
な

ど
か
ら
災
害
現
場

へ
向
か
い
ま
す
。

　

な
お
、
現
場
の

状
況
を
再
確
認
し

た
い
と
き
な
ど
は
、

稲
敷
広
域
消
防
災
害
情
報
セ
ン
タ
ー
の

自
動
音
声
案
内
を
活
用
し
て
い
ま
す
。

　

次
回
は
②
現
場
到
着
後
を
お
伝
え
し

ま
す
。

かっぱメール火災災害情報

消防団

NEWS
市交通防災課
☎内線1682

消防分団の車庫

戸別受信機

稲
敷
広
域
消
防
災
害
情
報
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
２
９
７
・
64
・
０
１
１
９

※
サ
イ
レ
ン
な
ど
が
鳴
っ
て
い
て
火
災

と
思
わ
れ
る
場
合
は
、
こ
の
番
号
で

状
況
を
確
認
で
き
ま
す
。

※
携
帯
電
話
か
ら
の
か
っ
ぱ
メ
ー
ル
登

録
は
、
左
記
ア
ド
レ
ス
に
接
続
し
て

画
面
の
説
明
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://w

w
w
.city.ushiku.

ib
a
ra
ki.jp/m

a
ilm
a
g
/i/ind
ex.a
spx

再
び
芋
銭
を
考
え
る
⑩

二
つ
の
新
た
な
号

一
、
顧こ

は
く
ど
う

白
堂

　

明
治
38
年
10
月
29
日
付
け
「
い
は
ら
き
新
聞
」
の
い
は
ら

き
文
学
欄
に
、「
て
が
み
」
と
題
し
、
芋
銭
を
含
む
同
紙
ゆ
か

り
の
４
人
の
書
簡
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

あ
る
人
物
の
書
簡
を
取
り
上
げ
る
と
き
、
通
常
、
あ
て

先
ま
で
明
示
す
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
こ
こ
で
は
文
面
の
み

が
記
さ
れ
、
４
通
と
も
に
あ
て
先
が
省
略
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

各
書
簡
の
内
容
と
、
こ
の
文
学
欄
が
、「
秋
の
人
」
と
い
う
ペ
ン
ネ
ー
ム
の
人
物
に

よ
っ
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
推
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
、
同
紙
の
主
筆
「
佐
藤

秋
蘋
」
に
書
き
送
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

紹
介
さ
れ
て
い
る
芋
銭
の
書
簡
は
か
な
り
の
長
文
で
、
そ
の
末
尾
に
は
、「
顧
白
堂

の
意
は
、
獣
に
近
か
ら
ん
と
す
る
時
、
自
然
の
湖
光
白
き
あ
た
り
を
顧
み
る
と
の
意
、

白
の
字
の
強
き
心
持
は
御
座
な
く
候
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

秋
蘋
は
こ
れ
に
、「
秋
人
曰
く
、
此
手
紙
に
は
顧
白
堂
為
と
あ
り
、
顧
白
堂
は
芋
銭

氏
の
別
号
な
り
」
と
い
う
注
釈
を
加
え
て
い
ま
す
。
以
上
に
よ
っ
て
、
明
治
期
に
使

用
し
た
芋
銭
の
別
号
に
、「
顧
白
堂
」
が
新
た
に
加
わ
り
ま
し
た
。

二
、
東と
う
か
あ
ん

瓜
庵

　

明
治
43
年
２
月
10
日
付
け
の
「
国
民
新
聞
」
に
、
芋
銭
は
、
牛
久
に
お
け
る
年
中
行

事
の
様
子
を
題
材
と
し
た
、「
餅
花
（
田
舎
の

正
月
）
」
を
か
き
ま
し
た
。

　

図
の
左
上
に
、「
東
瓜
庵
」
と
い
う
文
字
が

見
え
ま
す
。
こ
れ
は
、
中
国
の
『
史
記
』
と
い

う
書
物
の
中
の
「
東
陵
の
瓜
」
を
よ
り
ど
こ
ろ

と
す
る
も
の
で
、
先
の
「
顧
白
堂
」
同
様
、
明

治
末
ご
ろ
の
一
時
期
に
使
用
し
た
、
芋
銭
の

別
号
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
　

 

小
川
芋
銭
研
究
セ
ン
タ
ー　
　

北
畠
健

画聖
小川芋銭

⬆小川芋銭作「餅花」明治43年
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ご
み
を
削
減
す
る
こ
と
で
得
ら
れ
る
効
果
②

問い合わせ　市廃棄物対策課☎内線1571～1573

☆
ご
み
処
理
経
費
は
年
間
約
11
億
円

　

平
成
20
年
度
の
ご
み
処
理
経
費
の
総

額
は
約
11
億
１
２
０
０
万
円
、
各
経
費

の
内
訳
は
下
表
１
の
と
お
り
で
す
。
特

に
清
掃
工
場
の
運
転
・
維
持
管
理
経
費

は
約
７
億
６
４
０
０
万
円
で
全
体
の
約

70
％
を
占
め
て
お
り
、
昨
年
度
は
焼
却

設
備
を
中
心
に
改
修
工
事
を
実
施
し
た

た
め
経
費
が
増
大
し
て
い
ま
す
。
ご
み

処
理
経
費
の
財
源
の
大
部
分
は
税
金
で

賄
わ
れ
て
お
り
、
ご
み
処
理
経
費
を
市

民
１
人
当
た
り
で
算
出
す
る
と
、
年
間

約
１
万
４
千
円
も
の
経
費
が
掛
か
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

現
在
、
ご
み
を
焼
却
す
る
た
め
に
焼

却
炉
３
炉
の
う
ち
１
炉
運
転
で
賄
っ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
１
日
当
た
り
の
燃

え
る
ご
み
排
出
量
は
約
66
ト
ン
で
あ

り
、
焼
却
炉
の
１
日
当
た
り
の
処
理
能

力
67
・
５
ト
ン
と
ほ
ぼ
同
量
と
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
ま
ま
燃
え
る
ご
み
が
増

加
す
る
と
、
焼
却
炉
１
炉
運
転
で
は
処

　

い
ら
な
く
な
っ
た
物
は
、
ご
み
と
し
て
目
の
前
か
ら
な
く
な
れ
ば
い
い
と
思
っ
て
い
ま
せ
ん

か
？
ご
み
を
適
正
に
処
理
す
る
た
め
に
は
、
多
額
の
費
用
が
必
要
で
、
そ
の
大
部
分
は
皆
さ
ん

の
税
金
で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
家
庭
ご
み
の
う
ち
分
別
な
ど
で
削
減
可
能
な
ご
み
約
６
７
４
０
ト
ン
を
減
ら
す
と
、

処
理
費
用
が
ど
の
く
ら
い
削
減
で
き
る
か
を
、
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

理
し
き
れ
ず
、
２
炉
運
転
に
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
２
炉
運
転
に
な
る
こ

と
に
よ
り
、
電
気
や
ガ
ス
な
ど
工
場
の

運
転
経
費
や
整
備
費
の
増
加
、
さ
ら
に

収
集
・
最
終
処
分
経
費
の
増
加
が
見
込

ま
れ
ま
す
。

☆
ご
み
を
減
ら
す
と
約
２
億
５
０
０
０

万
円
節
減

　

家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
燃
え
る
ご
み

約
１
万
７
２
０
０
ト
ン
の
40
％
に
当
た

る
約
６
７
４
０
ト
ン
を
削
減
可
能
と
広

報
う
し
く
７
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
し

た
（
表
２
参
照
）
。

　

ご
み
を
削
減
す
る
に
は
、
食
料
品
を

計
画
的
に
購
入
す
る
、
冷
蔵
庫
の
中
身

を
確
認
す
る
、
食
べ
残
し
を
減
ら
す
、

徹
底
し
た
分
別
を
行
う
、
買
い
物
に
は

マ
イ
バ
ッ
ク
を
持
参
す
る
な
ど
、
私
た

ち
が
で
き
る
事
を
実
行
す
る
こ
と
が
と

て
も
重
要
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
取

り
組
み
を
実
行
す
る
と
、
ご
み
処
理
経

費
の
う
ち
約
２
億
５
０
０
０
万
円
も
の

経
費
削
減
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

☆
ご
み
処
理
に
多
額
の
経
費
を
掛
け
続

け
て
も
い
い
の
？

　

ご
み
処
理
に
は
、
毎
年
約
11
億
円
も

の
多
額
の
経
費
が
掛
か
っ
て
い
る
と
お

伝
え
し
ま
し
た
。
市
で
は
排
出
さ
れ
た

ご
み
を
焼
却
や
破
砕
処
理
し
適
正
な
処

分
を
行
い
、
ま
た
資
源
の
有
効
利
用
に

努
め
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
ほ
と

ん
ど
の
ご
み
は
焼
却
に
よ
り
灰
に
し
て

い
ま
す
が
、
そ
の
処
理
に
は
毎
年
多
額

の
経
費
を
要
し
て
い
ま
す
。

　

ご
み
処
理
経
費
の
う
ち
、
削
減
可
能

な
ご
み
約
６
７
４
０
ト
ン
を
削
減
す
る

だ
け
で
も
、
約
２
億
５
０
０
０
万
円
の

経
費
を
節
減
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

た
だ
灰
に
す
る
た
め
だ
け
に
多
額
の
経

費
を
掛
け
続
け
る
こ
と
が
果
た
し
て
本

当
に
良
い
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

　

ご
み
を
削
減
し
、
ご
み
処
理
経
費
を

節
減
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
そ
の
経

費
を
福
祉
や
教
育
、
道
路
な
ど
、
ほ
か

の
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
有
効
活
用
す
る
こ

と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
ご
み

焼
却
量
を
減
ら
す
こ
と
に
よ
り
温
室
効

果
ガ
ス
な
ど
の
削
減
に
も
つ
な
が
り
ま

す
。
真
剣
に
ご
み
を
削
減
す
る
こ
と
を

考
え
、
実
行
に
移
し
ま
せ
ん
か
。

項　目 収集経費
清掃工場運転・

維持管理経費
最終処分経費 合　計

処理経費 約2億3,300万円 約7億6,400万円約1億1,500万円 約11億1,200万円

1人当たりの経費 約2,900円 約9,600円 約1,500円 約14,000円

表1　ごみ処理にかかる経費

表2　削減可能なごみ

ごみ種別 削減できる割合 重　量

生ごみ・レジ袋 23.5% 約4,040トン

紙類などの資源物 16.0% 約2,700トン

合　計 39.5% 約6,740トン

　　新
牛久ごみ
ニュース
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お待たせしました「うしく河童米」
　平成17年の制度開始以来、「より安全に、よりおいしく！」を目標に

毎年進化を遂げてきた「うしく河童米」。今年も県の特別栽培農産物

の認証を受けています。手間をかけて育てた分、生産者も胸を張っ

て引き渡しに臨みます。自分の水田を選んでくれたオーナーに直接

お米を手渡し、「今年も待っていたよ」「楽しみにしていたのよ」と声

を掛けられるその時こそ、努力が報われる瞬間。どの生産者も自然とニコニコしてきます。

　今年は、昨年と比べ、オーナー1人当たりの申込数が2.8袋から3.5袋に増えました。これは5

年間で得た「うしく河童米への信頼」のあかし。リピート率も約7割と高水準を保っています。こ

れからも高品質を維持し、オーナー

を裏切らない米作りをしていこう

と、山岡正男部会長をはじめ「うし

く河童米生産部会」一同、気持ちを

新たにしています。

　オーナーの皆さん、引き渡しの時

は、生産者にぜひ声を掛けてくださ

い。それが来年度への大きなエネル

ギーとなります！まだ召し上がった

ことのない皆さん、来年はオーナー

になってみませんか？

※平成21年度産うしく河童米は、すでに完売しています。平成22年度も、今年度同様4月から募

集を開始しますので、よろしくお願いします。

問い合わせ　市農業政策課☎内線1521～1522

悪質業者から高齢者を守りましょう！
―　9月はキャンペーン月間です　―

　９月は、茨城県消費生活センターが主催となり、県内全域で「高齢者向け悪

質商法･振り込め詐欺被害防止キャンペーン」を推進します。

　高齢者は健康やお金、孤独などの不安を抱えているといわれています。こ

れらの不安をあおり、親切に接して信用させ高額な

契約をさせる悪質商法、子や孫を心配する心につけ

入る振り込め詐欺も後を絶ちません。高齢者の被害を食い止めるには、ご

家族はもとより高齢者の周りの方 （々ご近所の方、民生委員、ヘルパーの方

など）に高齢者の様子を気に掛けていただくことが大切です。皆さんのご理

解とご協力をお願いします。

問い合わせ　牛久市消費生活センター☎830-8802FAX830-8803

　　　　　　相談日：月・水・金曜日（午前9時～午後4時）

～うしくスタイル～

みんなの
農 業

みんなで

高齢者を

守ろう！

安全・おいしい「うしく河童米」をどうぞ！
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７
月
22
日
、
市
と
イ
オ
ン
ア
グ
リ
創

造
㈱
（
藤
井
滋
生
社
長
）
が
「
特
定
法
人

貸
付
制
度
を
利
用
し
た
農
業
参
入
に
関

す
る
協
定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
平
成
19
年
度
か
ら
耕
作
放

棄
地
対
策
事
業
を
進
め
て
き
た
井
ノ
岡

町
の
遊
休
農
地
２
・
６
ヘ
ク
タ
ー
ル
を

利
用
し
、
同
社
の
農
場
を
運
営
し
て
い

く
も
の
で
す
。
圏
央
道
な
ど
の
道
路
ア

ク
セ
ス
の
良
さ
や
、
消
費
地
か
ら
の
近

さ
な
ど
が
選
定
の
決
め
手
と
な
り
ま
し

た
。

　

初
年
度
は
、
キ
ャ
ベ
ツ
や
小
松
菜
、

水
菜
な
ど
約
３
０
０
ト
ン
の
農
作
物
を

目
標
に
し
て
い
て
、
こ
の
牛
久
産
の
農

作
物
は
県
南
地
域
を
中
心
に
、
そ
の
後

関
東
一
円
に
出
荷
さ
れ
る
計
画
で
す
。

牛
久
ブ
ラ
ン
ド
の
農
作
物

　

７
月
22
日
の
早
朝
、牛
久
駅
東
西
口
で
、

牛
久
第
二
小
学
校
５
・
６
年
生
の
児
童
や

牛
久
駅
で
毎
朝
清
掃
を
行
っ
て
い
る
環

境
美
化
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
、
地
域

の
美
化
を
監
視
す
る
市
環
境
美
化
推
進

員
の
方
々
総
勢
約
50
人
が
参
加
し「
環
境

美
化
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」を
実
施
し
ま
し
た
。

（
左
写
真
）

　

参
加
者
は
、
う
し
く
か
っ
ぱ
祭
り
を

前
に
、
通
勤
や
通
学
で
駅
を
利
用
す

る
方
々
に
、
か
っ
ぱ
の
キ
ュ
ー
ち
ゃ
ん

が
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ

シ
ュ
を
配
布
し
な
が
ら
、「
ご
み
や
た
ば

こ
の
吸
い
殻
な
ど
の
ポ
イ
捨
て
は
や
め

て
、
き
れ
い
な
街
に
し
ま
し
ょ
う
」
と

元
気
よ
く
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

　

今
後
も
、

ご

み

や

た

ば

こ

の

吸

い

殻

な

ど

の

ポ

イ

捨

て

が

無

く

な
る
よ
う
、

皆

さ

ん

の

ご

協

力

を

お

願

い

し

ま
す
。

環
境
美
化
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

７
月
28
日
、
ひ
た
ち
野
中
央
地
区
内

の
街
区
公
園
で
、（
独
）都
市
再
生
機
構
に

よ
る「
ひ
た
ち
野
中
央
地
区
こ
線
橋
竣
工

式
」が
行
わ
れ
、
線
路
を
挟
ん
で
東
西
を

結
ぶ
こ
線
橋
が
開
通
し
ま
し
た
。

　

式
典
に
は
、
近
隣
の
行
政
区
長
や
小

学
生
、
関
係
者
な
ど
約
30
人
が
出
席
し

ま
し
た
。
中
根
小
学
校
６
年
生
の
秋
田

瑞
生
さ
ん
は
「
遊
び
に
行
く
と
き
に
こ

の
こ
線
橋
を
利
用
し
た
い
で
す
」
と
う

れ
し
そ
う
に
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
竣
工
式
で
は
、
こ
線
橋
の
渡

り
初
め
と
と
も
に
、
地
元
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
に
よ
り
決
定
し
た
こ
線
橋
と
地
区

内
の
近
隣
公
園
の
名
称
が
発
表
さ
れ
ま

し
た
。（
26
ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事
）

ひ
た
ち
野
地
区
こ
線
橋
開
通

　

７
月
29
日
、「
牛
久
市
暮
ら
し
の
便
利

帳
」
の
授
納
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の「
牛
久
市
暮
ら
し
の
便
利
帳
」は

市
の
行
財
政
改
革
を
推
進
す
る
官
民
協

働
事
業
と
し
て
㈱
サ
イ
ネ
ッ
ク
ス
と
の
連

携
で
刊
行
さ
れ
、
市
役
所
で
の
各
種
手

続
き
な
ど
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
生
活
に
役

立
つ
情
報
が
多
数
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

生
活
の
中
で
ど
う
ぞ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

暮
ら
し
の
便
利
帳
が
完
成

藤井社長（写真左）と握手する池辺市長

こ線橋を前にテープカットをする出席者たち

池
辺
市
長
と
㈱
サ
イ
ネ
ッ
ク
ス
の
村
田
社
長（
写
真
右
）
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８
月
18
日
、
牛
久
高
等
学
校
３
年
の

中
川
貴
昭
さ
ん
が
韓
国
ソ
ウ
ル
で
開
催

さ
れ
た「
第
８
回
ア
ジ
ア
Ａ
Ａ
Ａ
野
球
選

手
権
大
会
」
の
全
日
本
高
校
選
抜
チ
ー

ム
に
選
出
さ
れ
た
報
告
の
た
め
、
市
役

所
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

中
川
さ
ん
は
小
学
校
入
学
か
ら
野
球

を
始
め
、
強
豪
私
立
高
校
の
誘
い
を
断

り
、
兄
が
過
ご
し
た
牛
久
高
校
に
通
う

本
格
派
の
左
腕
投
手
。

　

今
年
の
夏
は
惜
し
く
も
甲
子
園
出
場

は
逃
し
ま
し
た
が
、
野
球
関
係
者
も
注

目
す
る
選
手
の
一
人
。
中
川
さ
ん
は
「
プ

ロ
野
球
の
ド
ラ
フ
ト
候
補
の
選
手
も
参

加
す
る
の
で
負
け
な
い
よ
う
に
頑
張
り

ま
す
。
世
界
規
模
の
強
い
チ
ー
ム
と
対

戦
し
て
自
分
の
野
球
人
生
の
プ
ラ
ス
に

し
た
い
」
と
元
気
に
答
え
ま
し
た
。

　

７
月
５
日
、
牛
久
市
子
ど
も
会
育
成
連
合
会
主
催
に
よ

る
「
第
33
回
牛
久
市
小
学
校
区
子
ど
も
会
親
善
球
技
大
会
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
14
チ
ー
ム
が
参
加
し
た
今
回
の
大
会

は
、
ど
の
試
合
も
接
戦

と
な
り
、
白
熱
し
た
大

会
と
な
り
ま
し
た
。（
下

写
真
）

　

上
位
２
チ
ー
ム
は
、

９
月
27
日
に
笠
間
市
で

開
催
さ
れ
る
茨
城
県
子

ど
も
会
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル

大
会
に
参
加
す
る
予
定

で
す
。
皆
さ
ん
の
活
躍

を
期
待
し
ま
す
。

性別クラス 優勝 準優勝 第3位

男子

1部 大橋・高橋（CABIN） 香取・小野（OVER BREATH）

2部 本多・倉本（アステラス製薬）仁田・田中（ダックス） 長南・西脇（鶯）、小幡・播間（鶯）

3部
加藤・根本

（河内バドミントンクラブ）

江川・澤崎

（アステラス製薬・一般）

北橋・皆藤（ガルウィング）

松村・西脇（土浦三高）

女子

1部 阿部・小崎（ぼのぼの） 一ノ瀬・山本（藤代高）

2部 岡本・福島（藤代高） 荒木・箱田（ラブオール）
瀬尾・林（アミシャトルズ・BLⅦ）

桑原・野尻（BLⅦ）

3部 北野・宮本（豊里・牛久）青砥・吉田（プライド）
仲道・山村（茎崎・一期）

大和・厨子（シャトルズ B）

第16回牛久オープン大会（バドミントン）

（敬称略）＜7月26日（日）牛久運動公園メインアリーナ、男子50ペア、女子49ペア出場＞

球
界
期
待
の
左
腕
投
手
！

14
チ
ー
ム
が
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
で
熱
戦

順　位 チーム名

優　勝 牛久小学校区「刈谷子供会」

準優勝 岡田小学校区「第八岡見」

第３位 中根小学校区「竹の台アタッカーズ」

喫
煙
マ
ナ
ー
を
守
ろ
う
！

　

７
月
29
日
、
日
本
た
ば
こ
産
業
㈱
水

戸
支
店
か
ら
、
市
に
ス
タ
ン
ド
灰
皿
２
基

が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
灰
皿
は
、
ひ
た
ち
野
う
し
く
駅
前

な
ど
に
設
置
さ
れ
た
も
の
で
、「
マ
ナ
ー

を
ま
も
っ
て
き
れ
い
な
ま
ち
づ
く
り
」

と
メ
ッ
セ
ー
ジ
ボ
ー
ド
が
付
い
て
い
ま

す
。
喫
煙
マ
ナ
ー
や
モ
ラ
ル
の
向
上
を

呼
び
掛
け
、
ポ
イ
捨
て
や
歩
き
た
ば
こ

の
な
い
き
れ
い
な
ま
ち
づ
く
り
の
啓
発

に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。

池辺市長に激励される中川さん（写真右）

灰
皿
の
寄
贈
を
し
た
関
係
者
の
皆
さ
ん
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みんな踊ったね！　みんな楽しんだね！

第28回うしくかっぱ祭り
　

７
月
25
日
・
26
日
の
２
日
間
、
恒
例
の
真
夏

の
一
大
イ
ベ
ン
ト
「
う
し
く
か
っ
ぱ
祭
り
」
が
花

水
木
通
り
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
と
は
一
転
し
、
２
日
間
と
も
晴
天
に
恵

ま
れ
、
会
場
周
辺
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト

に
参
加
す
る
人
た
ち
で
に
ぎ
わ
い
を
み
せ
て
い

ま
し
た
。
ま
た
、
歩
行
者
天
国
と
な
っ
た
花
水

木
通
り
で
は
、
市
内
小
学
校
の
演
奏
パ
レ
ー
ド

を
皮
切
り
に
、「
よ
さ
こ
い
鳴
子
踊
り
」
や
「
子
供

み
こ
し
」
な
ど
が
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
の
「
河
童
ば
や
し
踊
り
パ

レ
ー
ド
コ
ン
テ
ス
ト
」
で
は
、
初
日
の
事
業
所
・

団
体
の
部
で
牛
久
第
二
中
学
校
が
８
連
覇
と
い

う
偉
業
を
達
成
し
ま
し
た
。
ま
た
、
２
日
目
の

行
政
区
の
部
で
は
、
東
み
ど
り
野
が
見
事
優
勝

し
て
息
の
合
っ
た
踊
り
を
披
露
し
ま
し
た
。

ご
あ
い
さ
つ

　

「
第
28
回
う
し
く
か
っ
ぱ
祭
り
」
開
催
に
あ
た
り
ま

し
て
は
、
皆
様
方
の
深
い
ご
理
解
と
多
大
な
る
ご
尽

力
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
２
日
間
と
も
大
勢
の

来
場
者
を
迎
え
、
大
き
な
事
故
も
無
く
無
事
に
終
了

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
会

場
周
辺
の
皆
様
や
、
各
関
係
機
関
の
皆
様
の
ご
理
解

と
ご
協
力
の
お
か
げ
と
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

う
し
く
か
っ
ぱ
祭
り
実
行
委
員
会
で
は
、
今
後
も

さ
ら
な
る
発
展
を
目
指
し
、
創
意
工
夫
し
な
が
ら
、

盛
大
に
開
催
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の

で
、
皆
様
の
な
お
一
層
の
ご
協
力
と
ご
支
援
を
お
願

い
申
し
上
げ
、
お
礼
の
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

第
28
回
う
し
く
か
っ
ぱ
祭
り
実
行
委
員
会

会
長　

柿
沼　

忠

城
中
太
鼓
の
力
強
い
演
奏

ス
イ
カ
の
早
食
い
に
悪
戦
苦
闘
！

7月25日（土）

各事業所・団体

7月26日（日）

各行政区

優勝 牛久第二中学校 東みどり野

準優勝 向台小学校 新地

第3位 医療法人社団 常仁会 牛久愛和総合病院 緑ケ丘

触れ合い賞 牛久市商工会女性部・牛久市青色申告会女性部 田宮

ハッスル賞 牛久第三中学校 みどり野

団結賞 （株）関電工人材育成センター かわはら台

ハッピー賞 牛久市障害者連合会 神谷二区

はりきり賞 アートスタジオ 刈谷

河童ばやし踊りパレードコンテスト

入賞団体

８
年
連
続
優
勝
の
牛
久
第
二
中
学
校

行
政
区
の
部
優
勝
の
東
み
ど
り
野
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牛
久
運
動
公
園
の
プ
ー
ル
で
、
７
月

20
日
か
ら
31
日
に
か
け
て
、「
泳
ぎ
の
苦

手
な
小
学
生
の
た
め
の
水
泳
教
室
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
水
泳
教
室
は
、
毎
年
恒
例
の
人

気
の
教
室
で
す
。
水
が
怖
く
て
顔
を
つ

け
ら
れ
な
い
子
ど
も
た
ち
は
水
に
慣
れ

る
こ
と
か
ら
始
ま
り
、
短
期
間
で
集
中

し
て
泳
ぎ
の
練
習
を
し
ま
す
。

　

専
門
の
コ
ー
チ
か
ら
優
し
く
指
導
を

受
け
た
子
ど
も
た
ち
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

目
標
を
立
て
、
こ
の
教
室
が
終
わ
る
こ

ろ
に
は
み
る
み
る
上
達
し
ま
し
た
。

　

練
習
最
後
の
日
に
は
、「
こ
れ
か
ら
も

泳
ぐ
こ
と
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
」
と

書
か
れ
た
修
了
証
を
、
子
ど
も
た
ち
は

笑
顔
を
浮
か
べ
受
け
取
っ
て
い
ま
し
た
。

　

８
月
９
日
、
牛
久
で
初
と
な
る「
Ｆ
ｒ

ｅ
ｓ
ｈ　

Ｌ
ｉ
ｖ
ｅ　

Ｆ
ｅ
ｓ 

‚
09
」が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
ラ
イ
ブ
で
は
、
牛

久
に
か
か
わ
り
の
あ
る
高
校
生
バ
ン
ド
な

ど
９
組
が
参
加
し
て
、
熱
い
ギ
タ
ー
や
ド

ラ
ム
な
ど
の
演
奏
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。 

　

夏
に
ち
な
ん
で
浴
衣
や
甚
平
な
ど
の

衣
装
で
登
場
し
た
出
演
者
た
ち
は
、
昔

か
ら
の
友
人
同
士
で
、
高
校
で
離
れ
離

れ
に
な
っ
て
も
学
校
の
壁
を
越
え
て
活

動
を
し
て
い
る
バ
ン
ド
や
、
高
校
で
出

会
っ
た
メ
ン
バ
ー
で
組
ん
だ
バ
ン
ド
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
意
気
投
合
し
た

仲
間
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
上
で
感
極
ま
っ
て
泣
き
出
す

バ
ン
ド
も
出
る
な
ど
、
参
加
者
は
大
舞

台
で
の
演
奏
を
十
分
に
楽
し
み
ま
し
た
。

水
に
慣
れ
る
こ
と
か
ら
！

燃
え
ろ
！
ロ
ッ
ク
の
祭
典

　このコーナーでは、市民の皆さんから寄せられたイラス

トや俳句、川柳などを紹介しています。なお、お便りには

住所と氏名、電話番号を記入してください。また、匿名希

望の方は、その旨記入してください。ペンネームもOKです。

あて先：〒300-1292牛久市中央3-15-1

　　　　「広報うしくちょっと休憩」係

　　　　Eメール shimin@city.ushiku.ibaraki.jp

短
歌
・
俳
句
・
川
柳
コ
ー
ナ
ー

南・犬塚さん

イラスト、俳句、川柳など、毎月たくさんのお便りありがとうございます。
紙面の都合上、すべてを掲載できない場合がありますが、今後もたくさんのお便
りをお待ちしています。

盆
踊
り
恋
の
連
打
に
身
も
や
つ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

女
化
町　

砂
押
さ
ん

く
も
り
空
七
夕
フ
ェ
ス
タ
さ
わ
や
か
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ひ
た
ち
野
東　

岩
岡
さ
ん

夏
祭
り
楽
し
く
踊
り
汗
流
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
く
ら
台　

月
田
さ
ん

富
士
登
山
原
宿
よ
り
も
人
の
群
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
く
ら
台　

二
国
さ
ん

土
用
入
り
一
際
高
き
蝉
の
声

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

下
根
町　

藤
田
さ
ん

温
泉
に
つ
か
り
て
し
じ
み
取
り
を
見
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
坂
町　

飯
塚
さ
ん

暑
い
日
も
一ひ

と
つ
き月

我
慢
秋
が
く
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

刈
谷
町　

小
山
さ
ん

ブ
ラ
ウ
ス
の
肌
に
ひ
ん
や
り
秋
の
雨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

栄
町　

増
田
さ
ん

歌
友
の
優
し
い
文
に
胸
打
た
れ

　
　
　
　
　
　

穏
や
か
な
り
し
我
が
心
根
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
宮
町　

田
中
さ
ん

輪になって楽しく水に慣れる子どもたち

高校生バンドによる熱いステージ

皆
さ
ん
の
お
便
り
か
ら

☆
…
今
年
の
夏
、
庭
先
で
珍
し

い
写
真
が
２
枚
撮
れ
ま
し

た
。
１
枚
は
セ
ミ
が
生
ま

れ
た
と
こ
ろ
。
も
う
１
枚
は

ビ
ワ
の
木
に
鳥
の
巣
を
見

つ
け
、
卵
が
４
個（
７
月
22

日
現
在
）、
８
月
５
日
３
羽

の
鳥
が
巣
立
っ
て
い
き
ま
し

た
。
巣
は
そ
の
ま
ま
、
ま
た

来
る
か
し
ら
…
。（
ヒ
ヨ
ド
リ

か
な
？
）

　
　
　
　
　
　

南
・
松
下
さ
ん
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住
井
す
ゑ
と
そ
の
文
学
の
里
（
四
十
三
）

　
　

ー
牛
久
沼
の
ほ
と
り
ー

牛
久
市
文
化
財
保
護
審
議
委
員　
　
　

栗く
り
は
ら原　

功
い
さ
お　

住
井
の
戦
時
中
の
小
説

日
本
地
理
学
の
先
駆
・
長
久
保
赤
水

―

最
初
に
経
緯
線
を
用
い
た
日
本
地
図
を
作
成―

　

昭
和
18
年
（
１
９
４
３
年
）
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ

オ
文
芸
番
組
で
、
住
井
の
作
品
『
農の
う

婦ふ

譚た
ん

』

『
土
の
女
た
ち
』
が
、
樫
村
治
子
、
夏
川
静
江
、

宮
田
仲
次
郎
、
杉
村
春
子
、
東
山
千
栄
子
ら

の
朗
読
で
放
送
さ
れ
た
。

　

住
井
は
こ
の
年
２
月
に
尊
王
歌
人―

佐
久

良
東
雄
を
、
11
月
に
日
本
地
理
学
の
先
駆―

長
久
保
赤
水
を
そ
れ
ぞ
れ
大
阪
の
精
華
房
か

ら
出
版
し
た
。

　

長
久
保
赤
水
は
、
徳
川
第
８
代
将
軍
吉
宗

治
政
下
の
享
保
２
年
（
１
７
１
７
年
）
に
現
在

の
茨
城
県
高
萩
市
赤
浜
、
旧
常
陸
国
多
賀
郡

赤
浜
村
の
長
久
保
善
次
衛
門
の
長
男
と
し
て

生
ま
れ
た
。
長
久
保
家
屋
敷
は
水
戸
か
ら
北

へ
勿な

こ

そ来
を
越
え
て
陸
奥
へ
通
ず
る
岩
城
相
馬

街
道
沿
い
に
あ
り
、
東
方
は
太
平
洋
の
海
原

だ
。
長
久
保
家
は
里り

せ

い正
を
務
め
る
家
柄
で
、

遠
祖
は
第
56
代
清
和
天
皇
の
皇
孫
源
経
基

（
六
代
の
子
孫
が
頼
朝
）
だ
。

　

赤
水
は
号
で
、
名
は
守
道
、
こ
れ
を
の
ち
に

玄た
る
た
か珠
に
改
め
、
通
称
を
源
五
兵
衛
と
い
っ
た
。

16
歳
の
と
き
か
ら
隣
村
下し
も
て
づ
な

手
綱
村
の
漢
方
医

鈴
木
玄
淳
の
塾
に
通
い
唐
詩
選
な
ど
で
漢
文

を
学
び
、塾
友
の
父
親
所
蔵
の
地
図
に
親
し
み
、

水
戸
藩
の
儒
官
兼
彰
考
館
総
裁
名
越
南な
ん
け
い渓
に

四
書
五
経
な
ど
の
儒
学
と
漢
籍
全
般
の
手
解

き
を
受
け
た
。
そ
の
才
は
多
才
で
若
く
し
て
松

岡（
赤
浜
村
な
ど
の
領
主
で
あ
る
中
山
家〈
水

戸
徳
川
家
家
老
〉領
地
２
万
５
千
石
の
範
囲
を

指
す
）七
賢
人
の
名
数
に
挙
げ
ら
れ
た
。

　

赤
水
は
本
県
が
生
ん
だ
偉
人
の
一
人
に
も

挙
げ
ら
れ
る
人
物
だ
。
45
歳
に
な
っ
た
宝
暦

11
年
（
１
７
６
１
年
）
よ
り
諸
国
の
見
聞
な
ど

に
14
年
余
り
の
歳
月
を
費
や
し
て
安
永
４
年

に
『
改
正
日
本
輿よ

ち地
（
大
地
・
地
球
と
い
う
意

味
）
路
程
全
図
（
略
称
赤
水
図
）
』
を
作
っ
た
。

こ
れ
は
日
本
で
最
初
に
経
緯
線
（
経
度
と
緯

度
）
を
用
い
た
、
か
な
り
正
確
な
し
か
も
当

時
と
し
て
は
画
期
的
な
日
本
地
図
で
、
日
本

史
年
表
の
１
ペ
ー
ジ
に
は
必
ず
書
き
込
ま
れ

て
あ
る
。
４
年
後
に
序
文
を
幕
府
儒
官
で
寛

政
の
三
博
士
の
名
数
に
挙
げ
ら
れ
る
柴
野
栗

山
に
依
頼
し
て
大
坂
の
書
店
で
出
版
さ
れ

た
。
安
永
９
年
（
１
７
８
０
年
）
２
月
に
は
小

型
の
『
縮
改
正
日
本
輿
地
路
程
全
図
』
と
題
し

て
、
今
風
に
言
え
ば
旅
行
マ
ッ
プ
に
似
た
装

丁
で
出
版
さ
れ
、
こ
れ
が
庶
民
の
間
に
広
く

定
着
す
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
明
治
初
年
に
至

る
ま
で
の
約
80
年
間
に
出
版
を
重
ね
る
こ
と

８
回
（
７
回
と
す
る
説
も
あ
る
）
、
ベ
ス
ト
セ

ラ
ー
に
な
っ
た
。

　

幕
末
の
志
士
吉
田
松
陰
は
、
兄
事
す
る
肥

後
の
宮
部
鼎
蔵
と
共
に
嘉
永
４
年（
１
８
５
１

年
）12
月
か
ら
翌
年
４
月
に
か
け
て
の
東
北
諸

国
遊
歴
中
に
、
水
戸
の
会
沢
正
志
斎
を
訪
ね

た
後
に
、
赤
水
の
漢
詩
を
愛
読
し
て
い
た
と

こ
ろ
か
ら
そ
の
墓
に
詣
で
た
。
も
う
一
方
松

陰
は
同
６
年
２
月
11
日
付
け
の
大
坂
よ
り
兄

あ
て
の
手
紙
に「
改
正
日
本
輿
地
路
程
全
図
之

れ
な
く
て
は
不
自
由
故
、
当
地
に
て
相
求
め

申
し
候
、
値
三
百
八
拾
文
夫
れ
故
、
御
送
り

成
さ
れ
候
に
及
ば
ず
候
そ
う
ろ
う」と
書
い
て
送
っ
た
。

　

赤
水
図
作
成
に
あ
た
っ
て
、
赤
水
は
実
測

を
し
て
い
な
か
っ
た
。
赤
水
図
完
成
46
年
後

に
幕
府
命
令
で
、
測
量
技
手
伊
能
忠
敬
が
実

測
に
10
年
余
り
の
歳
月
を
費
や
し
て『
大
日
本

沿
海
輿
地
全
図（
略
称
伊
能
図
）』
を
作
っ
た
。

現
在
の
地
図
と
比
べ
て
最
大
限
２
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
の
誤
差
し
か
な
い
精
密
な
も
の
だ
っ
た

が
、
そ
の
原
図
に
な
っ
て
い
た
の
は
赤
水
図

で
あ
っ
た
。
幕
府
で
は
伊
能
図
を
国
防
上
、

国
禁（
持
ち
出
し
禁
製
品
）
に
定
め
、
書
庫
に

保
管
さ
れ
明
治
に
至
る
ま
で
世
に
出
る
こ
と

は
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
御
書
物
奉
行
兼

天
文
方
筆
頭
高
橋
景
保
が
伊
能
図
の
縮
図
を

複
製
、
長
崎
出
島
の
オ
ラ
ン
ダ
商
館
付
医
師

シ
ー
ボ
ル
ト
に
渡
し
、
こ
れ
を
シ
ー
ボ
ル
ト

が
文
政
11
年（
１
８
２
８
年
）
に
国
禁
を
犯
し

➡
長
久
保
赤
水
肖
像
画
。
裃

か
み
し
もに

は
長
久
保
家
家

紋
丸
に
つ
る
柏
紋
、
小
袖
に
は
水
戸
三
つ
葵

紋
が
入
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
水
戸
藩
第
６

代
藩
主
徳
川
治
保
よ
り
褒
美
と
し
て
下か

し賜
さ

れ
た
も
の
だ
。
高
萩
市
提
供
。

て
、
し
か
も
国
外
持
ち
出
し
を
企
て
た
た
め
、

公
儀
隠
密
間
宮
林
蔵（
※
）
に
摘
発
さ
れ
た
。

シ
ー
ボ
ル
ト
が
天
保
11
年（
１
８
４
０
年
）
に

著
し
た『
ニ
ッ
ポ
ン
』
の
中
に
は
赤
水
図
に
似

た
日
本
地
図
が
か
か
れ
て
あ
っ
た
。

　

赤
水
61
歳
、
安
永
６
年
（
１
７
７
７
年
）
に

水
戸
藩
の
侍
講
（
士
分
）
に
召
し
抱
え
ら
れ
て

第
６
代
藩
主
徳
川
治
保
（
27
歳
）
に
帝
王
学
を

講
じ
、
70
歳
で
隠
居
格
に
な
り
、
75
歳
で
致

仕
（
辞
職
）
、
85
歳
の
長
寿
を
保
っ
た
。

※
間
宮
林
蔵
は
安
永
４
年
（
１
７
７
５
年
）
に

常
陸
国
筑
波
郡
平
柳
村
（
現
つ
く
ば
み
ら
い

市
上
平
柳
）
の
農
家
で
生
ま
れ
、
表
職
は
幕

府
勘
定
奉
行
管
掌
下
の
諸
職
に
あ
っ
た
が
、

裏
職
は
老
中
首
座
大
久
保
加
賀
守
忠
真
直
属

の
隠
密
で
、
石
見
国
の
親
藩
浜
田
藩
の
抜ぬ

け

に荷

（
密
貿
易
）
事
件
な
ど
を
摘
発
し
た
。

⬆高萩市提供の長久保赤水が作った『改正日本輿地路程全図』。（株）暁

印書館刊、長久保片雲著『地政学者長久保赤水伝』の序（文は前茨城
県知事で参議院議員の岩上二郎）には『赤水の改正日本輿地路程全

図』に松島（竹島）・北方（歯
はぼまい

舞・色
しこたん

丹・国
くなしり

後・択
えとろふ

捉）四島いずれも日本

固有の領土として鮮明に記録されている…とある（昭和53年5月）。
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も
う
す
ぐ
定
額
給
付
金
の

申
請
が
終
了
と
な
り
ま
す

　

定
額
給
付
金
の
申
請
期
限
は
、
10
月

１
日
（
木
・
必
着
）
ま
で
と
な
り
ま
す
。

こ
の
期
限
を
過
ぎ
る
と
、
定
額
給
付
金

の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な

り
ま
す
の
で
、
申
請
が
お
済
で
な
い
方

は
、
申
請
書
に
左
記
の
①
と
②
の
書
類

を
付
け
て
、
お
早
め
に
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

①
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の
（
運
転
免

許
証
な
ど
）
の
コ
ピ
ー

②
通
帳
（
口
座
番
号
と
カ
タ
カ
ナ
の
名

前
が
分
か
る
部
分
）
、
ま
た
は
キ
ャ
ッ

シ
ュ
カ
ー
ド
の
い
ず
れ
か
一
つ
の
コ

ピ
ー

　

ま
た
、
定
額
給
付
金
は
、
申
請
か
ら

支
払
い
ま
で
に
１
カ
月
程
度
の
期
間
を

要
し
ま
す
の
で
、
ご
了
承
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

市
総
務
課
☎
内
線
１
０

１
１

屋
外
広
告
物
は
許
可
が
必

要
で
す
！

屋
外
広
告
物
の
許
可
基
準
を
守
り
ま

し
ょ
う

　

ま
ち
の
良
好
な
景
観
を
つ
く
り
出
す

た
め
、
屋
外
広
告
物
の
表
示
を
行
う
際

に
は
、
原
則
と
し
て
市
町
村
長
の
許
可

を
受
け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
こ
の
許

可
に
は
一
定
の
基
準
（
許
可
基
準
）
が
あ

り
、
許
可
を
受
け
る
た
め
に
は
、
許
可

の
対
象
と
な
る
屋
外
広
告
物
が
許
可
基

準
を
満
た
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

許
可
が
必
要
な
屋
外
広
告
物
を

無
許
可
の
ま
ま
表
示
し
た
場
合
は
、

１
０
０
万
円
以
下
の
罰
金
が
科
さ
れ
ま

す
。
屋
外
広
告
物
は
許
可
基
準
に
適
合

し
た
も
の
と
し
、
表
示
の
際
に
は
必
要

な
許
可
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　

主
な
許
可
基
準
の
内
容
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

（
１
）
設
置
場
所
が
「
禁
止
地
域
」
に
該
当

し
な
い
こ
と
。【
禁
止
地
域
の
例
】
…

住
居
専
用
地
域
、
郊
外
の
道
路
沿
道
、

信
号
機
の
付
近
な
ど

（
２
）
「
禁
止
物
件
」
に
設
置
し
て
い
な

い
こ
と
。【
禁
止
物
件
の
例
】
…
街
路

樹
、
電
柱
、
道
路
標
識
な
ど
。

（
３
）
広
告
物
の
面
積
、
高
さ
な
ど
が
一

定
の
基
準
を
満
た
し
て
い
る
こ
と

　

許
可
に
は
有
効
期
間
（
最
長
３
年
）
が

あ
り
ま
す
。
一
度
許
可
を
受
け
た
広

告
物
で
も
、
有
効
期
間
の
経
過
後
に

引
き
続
き
設
置
す
る
た
め
に
は
、
更

新
許
可
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。
有

効
期
間
が
切
れ
た
屋
外
広
告
物
は
、

違
反
広
告
物
と
し
て
除
却
命
令
の
対

象
に
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

市
建
築
指
導
室
☎
内
線

２
５
６
１

第
88
回
う
し
く
ゴ
ッ
多
市

出
店
募
集

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

日

時　

10

月

11

日

（
日
）
午
前
10
時
〜

午
後
３
時

場
所　

市
中
央
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
駐

車
場

申
込
開
始
日　

９
月
16
日
（
水
）
〜

定
員　

約
40
区
画
※
定
員
に
な
り
次
第

締
め
切
り
ま
す
。

出
店
料　

２
０
０
０
円

※
個
人
・
グ
ル
ー
プ
・
プ
ロ
・
ア
マ
チ
ュ

ア
は
問
い
ま
せ
ん
。

※
初
め
て
の
方
も
大
歓
迎
。
奮
っ
て
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

市
商
工
観
光
課
☎
内
線

２
５
５
１

第
16
回
県
立
美
浦
養
護
学

校
運
動
会

　

今
、
子
ど
も
た
ち
は
、
毎
日
一
生
懸

命
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
の
で
、
そ
の

成
果
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

日
時　

10
月
３
日
（
土
）
午
前
９
時
20

分
〜

※
雨
天
順
延
10
月
４
日
（
日
）
。
な
お
、

４
日
も
実
施
で
き
な
い
場
合
は
、
10

月
７
日
（
水
）
に
体
育
発
表
会
と
し
て

午
前
中
の
み
実
施
す
る
予
定
で
す
。

場
所　

県
立
美
浦
養
護
学
校
グ
ラ
ウ
ン

ド
（
稲
敷
郡
美
浦
村
大
字
土
屋
笹
山

３
１
２
７
）

※
詳
細
は
、
９
月
14
日
以
降
の
県
立

美
浦
養
護
学
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
ttp
://w
w
w
.m
ih
o
-sh
.e
d
.jp

）
を

ご
覧
い
た
だ
く
か
、
電
話
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

県
立
美
浦
養
護
学
校

（
布
施
・
藤
野
）
☎
８
８
５
・
４
１
６

６
Ｆ
Ａ
Ｘ
８
８
５
・
５
６
８
９
Ｅ

メ
ー
ルm

iyo@
m
iho-sh.ed

.jp
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牛久市内で活動している市民団体の情報サイト
うしくコミュニティネット http://www.ushiku-shimin.jp/
問い合わせ 市市民活動課☎内線 1634

ひたち野中央地区近隣公園・こ線橋名称決定！
　7月28日、ひたち野中央地区内の街区公園において、（独）都市再生機構により「ひたち野中央地区

こ線橋竣工式」が行われました。（20ページに関連記事）

　式では、こ線橋の渡り初めとともに、地元アンケート調査により決定したこ線橋と地区内の近隣

公園の名称が発表されました。

問い合わせ　市都市計画課☎内線2521

は
か
り
の
定
期
検
査

　

「
取
引
ま
た
は
証
明
に
使
用
す
る
特

定
計
量
器
」
の
定
期
検
査
を
実
施
し
ま

す
。
は
か
り
を
取
引
ま
た
は
証
明
に
使

用
し
て
い
る
方
は
、
必
ず
受
検
し
て
く

だ
さ
い
。
な
お
、
計
量
器
の
運
搬
が
著

し
く
困
難
な
場
合
は
、
民
間
計
量
士
に

よ
る
代
検
査
を
受
け
る
こ
と
も
で
き
ま

す
の
で
、
詳
し
く
は
、
市
商
工
観
光
課

ま
た
は
県
計
量
検
定
所
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

日
時　

９
月
25
日
（
金
）・
28
日
（
月
）
午

前
10
時
30
分
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜

３
時

場
所　

牛
久
市
役
所
北
側
裏
門
（
大
型

バ
ス
車
庫
内
）

持
参
す
る
物　

①
受
検
通
知
は
が
き

（
新
規
受
検
の
方
は
必
要
な
し
）
②
は

か
り
（
分
銅
、
お
も
り
も
必
ず
持
参
）

③
印
鑑
④
手
数
料
（
１
台
あ
た
り
５

２
０
円
〜
３
０
０
０
円
程
度
）

問
い
合
わ
せ　

市
商
工
観
光
課
☎
内
線

２
５
５
１
、
県
計
量
検
定
所
☎
０
２

９
・
２
２
１
・
２
７
６
３

稀
勢
の
里
応
援
団
イ
ベ
ン
ト
！

　

９
月
13
日
（
日
）
か
ら
始
ま
る
「
大
相

撲
９
月
場
所
」
で
の
稀
勢
の
里
関
の
勝

数
を
予
想
し
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。
的

中
し
た
方
に
は
、
稀
勢
の
里
応
援
団
加

盟
店
か
ら
賞
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま

す
。
な
お
、
当
選
の
発
表
は
、
賞
品
の

発
送
を
も
っ
て
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
奮
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

応
募
方
法　

は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
、
予
想
し
た
勝
数

を
記
入
の
上
、「
〒
３
０
０
‐
１
２
９

２
牛
久
市
中
央
３
‐
15
‐
１
牛
久
市

商
工
観
光
課
内
牛
久
市
観
光
協
会
事

務
局
」
ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

※
１
人
１
通
の
応
募
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
正
解
者
多
数
の
場
合
は
、

抽
選
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

応
募
締
め
切
り
日　

９
月
18
日
（
金
）
当

日
消
印
有
効

問
い
合
わ
せ　

牛
久
市
観
光
協
会
☎
８

７
４
・
５
５
５
４
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.kisenosa

to.e-ushiku.jp

介
護
認
定
申
請
、
介
護
相
談
は

市
高
齢
福
祉
課
窓
口
へ

問
い
合
わ
せ　

市
高
齢
福
祉
課

　

☎
内
線
１
７
５
１
〜
１
７
５
５
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第
４
回
健
康
ま
つ
り
in
う

し
く

今
年
の
テ
ー
マ
は
「
た
の
し
く
運
動
！
」

　

楽
し
い
体
験
が
盛
り
だ
く
さ
ん
で

す
。
動
き
や
す
い
服
装
で
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

日
時　

10
月
18
日
（
日
）
午
前
９
時
30

分
〜
午
後
３
時
30
分

場
所　

市
保
健
セ
ン
タ
ー

内
容　

①
健
康
運
動
指
導
士
の
山
本
幸

子
先
生
に
よ
る
講
演
会
（
午
前
）
「
心

と
体
を
若
く
す
る
運
動
法
」
②
午
前

と
午
後
に
さ
ま
ざ
ま
な
運
動
体
験
や

運
動
に
関
す
る
情
報
を
提
供
し
ま

す
！
③
無
料
で
健
康
度
チ
ェ
ッ
ク

（
骨
密
度
測
定
、
血
糖
値
検
査
）
④
限

定
２
０
０
食
健
康
セ
ッ
ト
販
売
（
ヘ

ル
ス
メ
イ
ト
手
作
り
の
十
六
穀
ご
飯

と
豚
汁
（
牛
久
産
の
食
材
を
使
用
）
）

※
詳
細
は
10
月
１
日
号
の
全
戸
配
布
ち

ら
し
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

市
健
康
管
理
課
☎
内
線

１
７
４
２

健
康
ま
つ
り
参
加
・
牛
久
沼

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
参
加
者
募
集

日
時　

10
月
18
日
（
日
）
出
発
午
前
10
時

（
受
け
付
け
午
前
９
時
30
分
〜
）

集
合
場
所　

市
役
所
裏
公
園
側
駐
車
場

歩
行
距
離
・
時
間　

約
10
㎞
、
約
４
時

間
（
休
憩
、
昼
食
時
間
含
む
）

参
加
費　

２
０
０
円
（
昼
食
弁
当
、
飲

み
物
持
参
）

※
当
日
は
市
保
健
セ
ン
タ
ー
で
健
康
ま

つ
り
開
催
中
。
希
望
者
は
ゴ
ー
ル
後

健
康
ま
つ
り
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

主
催　

牛
久
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
サ
ー
ク
ル

申
し
込
み
方
法　

は
が
き
（
〒
３
０

０
‐
１
２
３
６
牛
久
市
田
宮
町
１
４

２
‐
１
牛
久
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
サ
ー
ク

ル
沼
尻
克
枝
）
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
８
４

７
・
７
２
８
３
）
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

申

し

込

み
・

問

い

合

わ

せ　

牛

久

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
サ
ー
ク
ル
事
務
局

（
佐
藤
）
☎
０
９
０
・
３
０
４
４
・
６

１
９
１

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

献
血
は
16
歳
か
ら
で
き
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
す
。
血
液
が
不
足
し
て
い
ま

す
。
一
人
で
も
多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
時　

９
月
29
日
（
火
）
午
前
９
時
30

分
〜
午
後
４
時
（
お
昼
の
時
間
帯
も

実
施
し
ま
す
）

場
所　

市
保
健
セ
ン
タ
ー
（
１
階
ロ

ビ
ー
で
受
け
付
け
）

協
力　

牛
久
市
、
牛
久
茎
崎
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
ラ
ブ
、
牛
久
茎
崎
ラ
イ
オ
ネ
ス

ク
ラ
ブ
、
竜
ケ
崎
法
人
会

問
い
合
わ
せ　

市
健
康
管
理
課
☎
内
線

１
７
４
２

チ
ャ

リ

テ

ィ

ー

ダ

ン

ス

パ
ー
テ
ィ
ー

日
時　

９
月
19
日
（
土
）
午
後
５
時
30

分
〜
８
時
30
分

場
所　

牛
久
運
動
公
園
体
育
館
メ
イ
ン

ア
リ
ー
ナ

参
加
費　

１
０
０
０
円
（
飲
み
物
付
き
）

主
催　

牛
久
市
体
育
協
会
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
協
会

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

牛
久
市
体

育
協
会
事
務
局
（
牛
久
運
動
公
園
内
）

☎
８
７
３
・
２
４
８
６

に
こ
に
こ
キ
ッ
ズ

市
立
保
育
園
の
子
育
て
支
援
（
後
期
）

　

小
さ
な
お
子
さ
ん
！
保
育
園
の
お
友

達
と
一
緒
に
遊
び
ま
し
ょ
う
！
（
要
予

約
・
各
園
10
組
。
下
根
保
育
園
・
栄

町
保
育
園
は
12
組
）
。
ご
希
望
の
方
は
、

当
該
月
１
日
（
土
・
日
曜
の
場
合
は
翌

日
）
か
ら
受
け
付
け
ま
す
の
で
、
直
接

実
施
保
育
園
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

受
付
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

テーマ
散歩に
行こう

自然と
遊ぼう

歌って踊って
遊ぼう

冬の遊び
小麦粉粘
土を作ろう

お友達と
遊ぼう

場所 電話番号

日程・時間

9：30～11：00

10月13日（火）11月10日（火）

12月8日（火）

1月12日（火）2月9日（火）

3月9日（火）

上町保育園 ☎872-0358

下根保育園 ☎830-7751

10月20日（火）11月17日（火） 1月19日（火）2月16日（火）
中央保育園 ☎875-0056

つつじが丘保育園☎873-0140

10月27日（火）11月24日（火）12月15日（火）1月26日（火）2月23日（火）3月16日（火）
向原保育園 ☎873-1440

栄町保育園 ☎873-0863

☆親子保育園開放（要予約、満1歳～）…毎月第2・第3水曜日午前9時30分～11時※各市立保育園で

毎月1日受け付け開始。

☆子育て電話相談…毎週火・水・木曜日午後1時～4時※各市立保育園で受け付け。
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地
域
ふ
れ
あ
い
講
座
・
市
民

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
講
座

　

市
で
は
、
豊
か
な
人
生
を
創
出
す
る

「
生
涯
学
習
活
動
」
を
推
進
す
る
た
め
、

各
地
域
の
団
体
や
市
民
が
開
設
す
る
講

座
に
講
師
謝
礼
の
一
部
を
助
成
し
て
い

ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
へ
の
多
様
な
学

習
機
会
を
提
供
す
る
た
め
、
あ
な
た
も

講
座
を
企
画
・
運
営
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

★
地
域
ふ
れ
あ
い
講
座

助
成
対
象　

自
治
会
、
子
ど
も
会
や
老

人
ク
ラ
ブ
な
ど
、
各
地
域
で
活
動
す

る
団
体
が
、
原
則
と
し
て
自
治
会
館

な
ど
を
会
場
に
企
画
・
運
営
す
る
講

座
※
ビ
デ
オ
上
映
会
な
ど
を
行
う
場
合

は
、
機
材
の
貸
し
出
し
と
市
職
員
の

派
遣
も
行
っ
て
い
ま
す
。

★
市
民
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
講
座

助
成
対
象　

市
民
が
、
市
内
を
活
動
拠

点
と
し
て
自
主
的
に
企
画
・
運
営
し
、

10
人
以
上
の
受
講
者
を
広
く
一
般

市
民
か
ら
募
集
す
る
講
座
（
た
だ
し
、

講
座
終
了
後
に
サ
ー
ク
ル
な
ど
を
立

ち
上
げ
て
自
立
し
て
活
動
す
る
見
込

み
の
あ
る
も
の
、
営
利
活
動
を
伴
わ

な
い
も
の
、
お
よ
び
過
去
に
市
の
助

成
を
受
け
て
実
施
さ
れ
た
講
座
と
受

講
者
の
大
半
が
同
一
で
な
い
も
の
な

ど
）

【
共
通
事
項
】

助
成
金
額　

講
師
謝
礼
を
1
回
に
つ
き

1
万
円
を
限
度
と
し
て
助
成
（
年
度

内
8
回
ま
で
）

問
い
合
わ
せ　

市
生
涯
学
習
課
（
市
中

央
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
）☎
８
７
１
・

２
３
０
１

要
約
筆
記
者
養
成
講
座
（
前

期
）

手
書
き
コ
ー
ス
・
パ
ソ
コ
ン
コ
ー
ス

日
時　

10
月
17
日
（
土
）
か
ら
全
15
回
※

後
期
は
平
成
22
年
度
に
開
講
予
定
。

場
所　

県
立
聴
覚
障
害
者
福
祉
セ
ン

タ
ー
や
す
ら
ぎ
（
水
戸
市
）

対
象　

前
期
後
期
の
講
座
に
通
え
る

方
。
パ
ソ
コ
ン
コ
ー
ス
は
、
タ
ッ
チ

タ
イ
ピ
ン
グ
が
可
能
で
、
ウ
ィ
ン
ド

ウ
ズ
の
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
を
持
ち
込

め
る
方
。

受
講
料　

前
期
後
期
各
８
０
０
０
円
、

ほ
か
に
テ
キ
ス
ト
代
。

申
し
込
み
方
法　

往
復
は
が
き
に
、
郵

便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
、
受
講
コ
ー
ス（
２
コ
ー

ス
同
時
受
講
可
）を
記
入
の
上
、「
〒
３

１
０
‐
０
８
４
４
水
戸
市
住
吉
町
３

４
９
‐
１
県
立
聴
覚
障
害
者
福
祉
セ

ン
タ
ー
や
す
ら
ぎ
」へ
９
月
30
日（
水
）

ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

県
立
聴
覚
障
害
者
福
祉

セ
ン
タ
ー
や
す
ら
ぎ
☎
０
２
９
・
２

４
８
・
０
８
７
１
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
９
・

２
４
７
・
１
３
６
９

体
力
テ
ス
ト
を
受
け
て
み

ま
せ
ん
か
？

　

ご
自
身
の
体
力
・
運
動
能
力
を
確
認

し
ま
せ
ん
か
？
20
歳
以
上
64
歳
ま
で
の

方
は
、
シ
ャ
ト
ル
ラ
ン
（
ま
た
は
急
歩
）

や
反
復
横
跳
び
な
ど
計
6
種
目
を
行
い

体
力
年
齢
が
分
か
り
ま
す
。
65
歳
か
ら

79
歳
ま
で
の
方
は
開
眼
片
足
立
ち
や
6

分
間
歩
行
な
ど
計
6
種
目
を
行
い
体
力

の
総
合
判
定
が
で
ま
す
。
テ
ス
ト
は
1

時
間
程
度
で
終
わ
り
、
参
加
費
は
一
切

掛
か
り
ま
せ
ん
の
で
、
お
気
軽
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

日
時　

９
月
12
日
（
土
）
午
前
10
時
〜
午

後
３
時

場
所　

牛
久
運
動
公
園
体
育
館
メ
イ
ン

ア
リ
ー
ナ

対
象　

20
歳
以
上
79
歳
ま
で
の
方
な
ら

ど
な
た
で
も

持
参
す
る
物　

体
育
館
履
き
、
タ
オ
ル
、

飲
み
物
な
ど

問
い
合
わ
せ　

市
社
会
体
育
課
（
牛
久

運
動
公
園
内
）
☎
８
７
３
・
２
４
８

６

ジ
ャ
ン
ボ
ひ
ょ
う
た
ん
今

が
見
ご
ろ

　

ひ
た
ち
野
う
し
く
ま
ち
そ
だ
て
協

議
会
（
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
醸
成
を

図
り
、
各
種
活
動
を
行
う
こ
と
を
目
的

に
、
本
年
４
月
に
発
足
）
は
、
４
月
か

ら
、
ひ
た
ち
野
さ
く
ら
公
園
な
ど
で
、

ひ
ょ
う
た
ん
作
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

長
さ
１
ｍ
以
上
に
な
る
ジ
ャ
ン
ボ
ひ
ょ

う
た
ん
な
ど
９
種
類
の
さ
ま
ざ
ま
な
大

き
さ
・
形
を
し
た
ひ
ょ
う
た
ん
が
連
な

り
、
今
が
見
ご
ろ
を
迎
え
ま
し
た
（
左

写
真
）
。
９
月
12
日
（
土
）
に
収
穫
し
ま

す
の
で
、
そ
れ
ま
で
に
ど
う
ぞ
ご
覧
く

だ
さ
い
。

場
所　

ひ
た
ち
野
さ
く
ら
公
園
多
目
的

広
場
パ
ー
ゴ
ラ
お
よ
び
ひ
た
ち
野
う

し
く
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
（
西
友
駐
車

場
角
）

問
い
合
わ
せ　

ひ
た
ち
野
う
し
く
ま
ち

そ
だ
て
協
議
会
事
務
局
☎
８
５
２
・

６
１
４
１
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バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
ご
存
じ

で
す
か

無
料
体
験
教
室

　

テ
ニ
ス
と
卓

球
を
合
わ
せ
た

よ
う
な
縦
10
ｍ

×
横
３
ｍ
の
人

工
芝
コ
ー
ト
で

楽
し
む
今
注
目
の
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
県

南
で
は
、
約
２
０
０
人
の
方
が
楽
し
ん

で
い
ま
す
。
２
０
０
５
年
の
全
国
ス

ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
祭
で
は
、

牛
久
・
龍
ヶ
崎
混
成
チ
ー
ム
が
な
ん
と

優
勝
！
コ
ー
ト
が
狭
く
ボ
ー
ル
も
柔
ら

か
い
ゴ
ム
な
の
で
、
ゆ
っ
た
り
楽
し
む

シ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
う
っ
て
つ
け

で
す
。
日
本
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
協
会
の

公
認
指
導
員
が
楽
し
く
指
導
し
て
く
れ

る
、
今
回
の
「
無
料
体
験
教
室
」
に
ぜ
ひ

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

日
時　

10
月
17
日（
土
）、11
月
３
日（
火
・

祝
）・
14
日（
土
）午
後
１
時
〜
３
時

場
所　

牛
久
運
動
公
園
体
育
館
メ
イ
ン

ア
リ
ー
ナ

参
加
費　

無
料

持
参
す
る
物　

体
育
館
履
き
、
タ
オ
ル
、

飲
み
物
な
ど

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

茨
城
県
バ

ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
協
会
（
荒
川
）☎
０
２

９
７
・
48
・
５
８
４
３

市
民
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
講
習
会

日

時　

９

月

13

日
（
日
）
午
前
10

時
〜
午
後
５
時

（
受
け
付
け
午

前
９
時
〜
）

場
所　

牛
久
運
動
公
園
体
育
館
メ
イ
ン

ア
リ
ー
ナ

講
師　

益
子
友
美
（
旧
姓
松
田
・
元
ヨ

ネ
ッ
ク
ス
選
手
）
…
平
成
20
年
女
子

ダ
ブ
ル
ス
日
本
ラ
ン
キ
ン
グ
３
位
、

世
界
ラ
ン
キ
ン
グ
16
位

対
象　

市
内
に
在
住
・
在
勤
・
在
学
・

在
ク
ラ
ブ
の
方

定
員　

50
人

参
加
費　

５
０
０
円
（
シ
ャ
ト
ル
代
）
※

当
日
徴
収
し
ま
す
。

主
催　

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
、
牛
久
市
体

育
協
会

申
込
締
め
切
り
日　

９
月
11
日
（
金
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

牛
久
市
体

育
協
会
事
務
局
（
牛
久
運
動
公
園
内
）

☎
８
７
３
・
２
４
８
６

楽
し
い
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室

　

最
近
話
題
の
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
症
候

群
・
生
活
習
慣
病
の
予
防
や
改
善
に
最

適
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
こ
の
秋
か
ら
始

め
て
み
ま
せ
ん
か
？
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
専

門
の
指
導
者
と
一
緒
に
歩
い
て
健
康
の

喜
び
を
知
り
、
一
生
歩
け
る
体
を
保
持

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

日
時　

９
月
27
日
（
日
）
午
前
９
時
〜
正

午
（
受
け
付
け
午
前
９
時
〜
）

場
所　

栄
町
リ
ト
ル
グ
ラ
ウ
ン
ド

内

容　

正
し
い
歩
き
方
、
約
４
㎞

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

対
象　

５
歳
〜
80
歳

参
加
費　

１
０
０
円（
テ
キ
ス
ト
・
保
険

代
）※
当
日
受
付
時
に
徴
収
し
ま
す
。

持
参
す
る
物　

飲
み
物
、
汗
ふ
き
タ
オ

ル
主
催　

牛
久
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ

申

し

込

み
・

問

い

合

わ

せ　

牛

久

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ
（
古
宇
田
）☎

８
７
３
・
０
１
１
６

２
０
１
０
年
牛
久
シ
テ
ィ
マ
ラ

ソ
ン
を
走
る
た
め
の
練
習
会

　

来
年
１
月
11
日
（
成
人
の
日
）
に
開
催

さ
れ
る
「
牛
久
シ
テ
ィ
マ
ラ
ソ
ン
」
に
参

加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
走
る
事
に
自

信
の
あ
る
方
も
走
っ
た
こ
と
の
な
い
方

も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
走
力
、
目
的
に
応
じ

た
練
習
を
し
ま
す
。
シ
テ
ィ
マ
ラ
ソ
ン

へ
の
参
加
の
ご
判
断
は
自
由
で
す
。
合

計
８
回
の
練
習
会
を
計
画
し
て
い
ま

す
。
何
回
で
も
参
加
可
能
で
す
。
個
人

は
も
ち
ろ
ん
、
ご
家
族
、
ご
友
人
と
の

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

開
催
日　

９
月
６
日
（
日
）・
20
日
（
日
）
、

10
月
４
日
（
日
）・
18
日
（
日
）
、
11
月

１
日
（
日
）・
15
日
（
日
）
、
12
月
６
日

（
日
）・
27
日
（
日
）
※
当
日
申
し
込
み
。

集
合
時
間　

午
前
８
時
30
分

集
合
場
所　

牛
久
運
動
公
園
プ
ー
ル
前

参
加
費　

無
料

主
催　

牛
久
走
友
会
、
牛
久
市
体
育
協

会
問
い
合
わ
せ　

金
野
☎
８
７
３
・
８
６

０
４

常
陽
銀
行
年
金
無
料
相
談

（
要
予
約
）

　

常
陽
銀
行
顧
問
の
社
会
保
険
労
務
士

が
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。
年
金
手
帳
な

ど
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

日
時
・
場
所　

【
常
陽
銀
行
牛
久
支
店
】

９
月
７
日
（
月
）
午
前
10
時
〜
午
後

３
時
、【
常
陽
銀
行
牛
久
ロ
ー
ン
プ
ラ

ザ
】
９
月
12
日
（
土
）
午
前
10
時
〜
午

後
４
時
※
９
月
12
日
の
予
約
は
常
陽

銀
行
牛
久
東
支
店
に
な
り
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

常
陽
銀
行

（
牛
久
支
店
）☎
８
７
２
・
５
１
１
２

（
牛
久
東
支
店
）☎
８
７
４
・
５
１
３

１
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植
物
観
察
会

　

う
し
く
里
山
の
会
（
里
山
自
然
観
察

隊
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）
で
は
定
期
的
に
植

物
観
察
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は

「
湿
地
の
植
物
を
見
る
」
と
い
う
テ
ー
マ

で
牛
久
自
然
観
察
の
森
近
辺
で
「
湿
地

の
植
物
」
を
観
察
し
ま
す
。
解
説
は
う

し
く
里
山
の
会
会
員
の
渡
辺
泰
さ
ん
が

行
い
ま
す
。

日
時　

９
月
12
日
（
土
）
午
前
９
時
〜
午

後
０
時
30
分

集
合
場
所　

牛
久
自
然
観
察
の
森
駐
車

場
（
結
束
町
）

対
象　

野
草
や
植
物
に
関
心
の
あ
る
方

参
加
費　

２
０
０
円
（
資
料
代
）

持
参
す
る
物　

飲
み
物
※
お
持
ち
の
方

は
図
鑑
・
ル
ー
ペ
も
。
服
装
は
軽
装

（
歩
け
る
服
装
）
で
、
長
靴
を
履
い
て

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
う
し
く
里
山
の
会
（
平
塚
）☎
８
７

３
・
６
４
２
６

音
楽
の
小
径

音
楽
と
と
も
に
豊
か
な
人
生
を
！

日
時　

９
月
19
日
（
土
）
午
後
２
時
〜

場
所　

エ
ス
カ
ー
ド
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル

内
容　

【
第
１
部
】
好
き
な
曲
を
歌
お

う
、
新
曲
を
覚
え
よ
う
、
個
人
発
表
、

【
第
２
部
】
ピ
ア
ノ
に
ト
ラ
イ
し
よ
う

参
加
費　

５
０
０
円
（
実
費
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

白
井
☎
８

７
４
・
７
３
９
０

う
し
く
混
声
合
唱
団
へ
の

お
誘
い

　

結
成
９
年
目
を
迎
え
た
牛
久
市
で
唯

一
の「
混
声
合
唱
団
」
で
す
。
総
勢
約
50

人
の
団
員
は
パ
ー
ト
ご
と
に
バ
ラ
ン
ス

よ
く
ま
と
ま
り
、
世
代
も
30
歳
代
か
ら

80
歳
代
へ
と
幅
広
い
人
生
経
験
者
か
ら

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
指
揮
・
指
導
は

発
足
当
時
か
ら
、
声
楽
家
の
半
田
暁
先

生
、
ピ
ア
ノ
は
渡
部
美
生
先
生
で
す
。

中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
宗
教
曲
、
現
代
日

本
の
合
唱
組
曲
、
内
外
の
叙
情
歌
、
民

謡
な
ど
、
多
様
多
彩
な
楽
曲
に
挑
戦
し

て
い
ま
す
。
毎
年
、「
つ
く
ば
ム
ジ
カ
フ
ェ

ス
タ
」「
牛
久
シ
ビ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト
」

に
出
演
し
、
練
習
の
成
果
を
発
表
、
来

年
４
月
25
日（
日
）
に
は「
第
２
回
定
期

演
奏
会
」の
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

ま
ず
は
、
お
気
軽
に
見
学
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。

日
時　

毎
週
日
曜
日
午
前
９
時
30
分
〜

正
午

場
所　

市
中
央
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
音

楽
室

月
会
費　

２
５
０
０
円

問
い
合
わ
せ　

う
し
く
混
声
合
唱
団

（
坂
東
）☎
８
７
３
・
５
２
３
２

第
９
回
写
友「
河
童
」写
真
展

　

市
内
に
在
住
す
る
会
員
25
人
に
よ

る
風
景
写
真
を
主
体
と
し
た
写
真
展
で

す
。

日
時　

９
月
７
日
（
月
）
〜
13
日
（
日
）
午

前
９
時
〜
午
後
５
時
※
た
だ
し
、
初

日
は
午
後
１
時
〜
。
最
終
日
は
午
後

４
時
ま
で
。

場
所　

市
中
央
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
展

示
ホ
ー
ル
（
２
階
）

入
場
料　

無
料

問
い
合
わ
せ　

宮
澤
☎
８
７
２
・
１
０

０
４

女
声
合
唱
コ
ス
モ
ス「
第
２

回
コ
ス
モ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
」

日
時　

９
月
13
日
（
日
）
午
後
１
時
30
分

開
場
、
午
後
２
時
開
演

場
所　

市
中
央
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
多

目
的
ホ
ー
ル

入
場
料　

無
料

問
い
合
わ
せ　

長
尾
☎
８
７
３
・
９
４

１
９
、
御
代
川
☎
８
７
１
・
３
０
６

３

晩
秋
の
那
須
高
原「
那
須
温
泉

宿
泊
研
修
」参
加
者
募
集

日
時　

10
月
29
日
（
木
）
〜
30
日
（
金
）
午

前
９
時
出
発
、
翌
日
午
後
５
時
帰
着

予
定

集
合
場
所　

牛
久
駅
東
口
常
陽
銀
行
並

び
宿
泊
場
所　

那
須
温
泉
ア
ー
ス
ホ
テ
ル

那
須

観
光
予
定
地　

み
ち
の
く
郷
土
民
芸

館
、
南
ヶ
丘
牧
場
ほ
か

参
加
費　

１
万
３
０
０
０
円
（
１
泊
４

食
宴
会
付
き
）

定
員　

50
人
※
先
着
順
。

申
し
込
み
方
法　

往
復
は
が
き
（
返
信

用
に
あ
て
先
記
入
）
に
「
那
須
温
泉
宿

泊
研
修
希
望
」
と
記
入
の
上
、
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
明
記
し

て
、「
〒
３
０
５
‐
０
０
４
４
つ
く
ば

市
並
木
３
‐
16
‐
１
横
田
ハ
イ
ツ
１

０
２
号
県
南
は
つ
ら
つ
百
人
委
員
会

高
木
英
治
」
ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

申
込
締
め
切
り
日　

９
月
30
日
（
水
）
必

着
主
催　

県
南
地
域
高
齢
者
は
つ
ら
つ
百

人
委
員
会

問
い
合
わ
せ　

高
木
☎
０
９
０
・
９
２

４
２
・
７
４
７
６
、
☎
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
８

７
３
・
１
０
６
３
（
夜
間
）
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栄
西
剣
道
ク
ラ
ブ
新
入
会

員
募
集

　

剣
道
を
や
っ

て

み

た

い

方
、

興
味
の
あ
る
方
、

礼
儀
を
身
に
付

け
た
い
方
、
親
子
で
楽
し
み
た
い
方
な

ど
、
ぜ
ひ
当
ク
ラ
ブ
に
ど
う
ぞ
！
少
人

数
で
す
が
楽
し
く
練
習
し
て
い
ま
す
。

見
学
、
体
験
を
随
時
受
け
付
け
中
で
す

の
で
、
ご
希
望
の
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
※
１
カ
月
無
料
体
験
あ
り
。

日
時　

日
曜
日
午
前
９
時
〜
11
時

場
所　

中
根
小
学
校
体
育
館

対
象　

小
学
生
以
上

月
会
費　

１
５
０
０
円
（
入
会
金
１
０

０
０
円
）

※
小
学
生
に
は
剣
道
衣
・
防
具
を
無
料

で
お
貸
し
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

高
根
☎
８
７
１
・
３
１

０
９
（
午
後
６
時
以
降
）

子
ど
も
ス
ポ
ー
ツ
サ
ー
ク

ル
無
料
体
験

　

肥
満
予
防
、
柔
軟
性
、
筋
力
ア
ッ
プ
、

自
己
主
張
の
苦
手
な
お
子
さ
ん
も
大
歓
迎
。

日
時　

毎
週
木
曜
日
午
後
６
時
〜
７
時

場
所　

市
中
央
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
音

楽
室
（
２
階
）

内
容　

楽
し
い
ダ
ン
ス
や
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
「
遊
び
」
を
通
し
て
基
礎

運
動
能
力
や
人
間
関
係
、
社
会
性
の

向
上
を
目
指
し
ま
す
。

対
象　

年
中
〜
小
学
２
年
生
（
４
歳
〜

７
歳
）

定
員　

１
回
５
人
ま
で
（
電
話
予
約
可
）

参
加
費　

初
回
の
み
無
料
（
次
回
か
ら

１
回
５
０
０
円
）

持
参
す
る
物　

運
動
で
き
る
服
装
、
タ

オ
ル
、
飲
み
物
、
中
履
き
シ
ュ
ー
ズ

※
任
意
保
険
あ
り
。

※
ス
タ
ッ
フ
に
有
資
格
者
が
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

中
村
☎
０
９
０
・
９
６

８
９
・
３
４
７
１

こ
ど
も
バ
ザ
ー
ル
店
主
＆

ス
タ
ッ
フ
大
募
集
！

　

牛
久
子
育
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
紡
ぎ

の
輪
が
開
催
す
る
「
２
０
０
９
う
し
く

子
育
て
フ
ェ
ス
タ
『
昭
和
だ
ヨ
！
全
員

集
合
』
（
11
月
15
日
（
日
）
市
総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー
）
」
で
は
、
こ
ど
も
バ
ザ
ー
ル

を
行
い
ま
す
。
小
学
生
以
上
の
こ
ど
も

の
お
店
を
大
募
集
！
ま
た
、
フ
ェ
ス
タ

を
運
営
す
る
子
ど
も
ス
タ
ッ
フ
も
大
募

集
！
当
日
の
司
会
や
受
け
付
け
、
ち
ら

し
作
成
、
広
報
な
ど
の
お
仕
事
が
あ
り

ま
す
！

対
象　

①
小
学
生
以
上
で
手
作
り
の
物

（
お
菓
子
や
ア
ク
セ
サ
リ
ー
な
ど
）
を

売
る
お
店
や
、
自
分
で
考
え
た
遊

び
の
お
店
（
ダ
ー
ツ
屋
さ
ん
や
く
じ

屋
さ
ん
な
ど
）
を
や
っ
て
み
た
い
方
、

②
運
営
ス
タ
ッ
フ
を
や
っ
て
み
た
い

方
。

申
し
込
み
方
法　

往
復
は
が
き
に
、
参

加
す
る
お
子
さ
ん
の
住
所
、
氏
名
、

電
話
、
年
齢
、
保
護
者
の
氏
名
、
お

店
の
内
容
、
ま
た
は
運
営
ス
タ
ッ

フ
希
望
の
い
ず
れ
か
を
記
入
の
上
、

「
〒
３
０
０
‐
１
２
２
２
牛
久
市
南

１
‐
28
‐
13
小
野
美
穂
」
ま
で
お
送

り
く
だ
さ
い
。

申
込
締
め
切
り
日　

９
月
15
日
（
火
）
当

日
消
印
有
効

※
９
月
26
日
（
土
）
午
前
10
時
か
ら
牛
久

市
市
民
活
動
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
で
説
明
会
を
行
う
予
定
で
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

牛
久
子
育

て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
紡
ぎ
の
輪
（
小
野
）

☎
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
８
７
４
・
１
０
４
５

Ｅ
メ
ー
ルm

ihom
a
m
a
@
zf7
.so-net.

ne.jpキ
ッ
ズ
ダ
ン
ス　

キ
ッ
ズ
ハ
ウ

ス
ス
タ
ジ
オ
オ
ー
プ
ン
！

　

女
の
子
に
大
人
気
！
待
望
の
キ
ッ

ズ
ダ
ン
ス
ス
タ
ジ
オ
ク
ラ
ス
（
幼
児
）
が

キ
ッ
ズ
ハ
ウ
ス
（
事
務
局
内
）
に
も
オ
ー

プ
ン
し
ま
す
！
「
踊
る
楽
し
さ
」
、「
感

性
」
、「
協
調
性
」
を
育
て
ま
す
！

日
時　

毎
週
火
曜
日
午
後
３
時
30
分
〜

４
時
30
分

対
象　

幼
稚
園
児
（
年
少
〜
年
長
）

《
キ
ッ
ズ
・
ス
ポ
ー
ツ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

小
学
校
で
無
料
体
験
実
施
中
！
》

　

ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
子
ど
も
た
ち
の

健
全
育
成
と
、
潜
在
能
力
の
開
発
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
を
ぜ
ひ
、
一
度
お
子
さ
ん

に
体
験
を
さ
せ
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
！

※
各
ク
ラ
ス
定
員
制
。

日
時　

毎
週
月
・
火
・
水
・
金
・
土
・

日
曜
日
午
後
１
時
〜
７
時
の
う
ち

１
〜
２
時
間

場
所　

キ
ッ
ズ
ハ
ウ
ス
、
中
根
小
、
牛

久
小
、
牛
久
二
小
、
神
谷
小
、
岡
田
小
、

ダ
ン
ス
ス
タ
ジ
オ
（
時
間
帯
、
種
目

は
会
場
ご
と
に
違
い
ま
す
。
詳
細
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

種
目　

キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス
、
キ
ッ
ズ
ス

ポ
ー
ツ
、
ア
ス
リ
ー
ト
ク
ラ
ブ
、
フ
ッ

ト
サ
ル
、
テ
ニ
ス

対
象　

幼
稚
園
児（
年
少
）〜
小
学
６
年
生

参
加
費　

体
験
無
料

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
ミ
ラ
ク
ル
ス
ポ
ー
ツ
・
キ
ン
グ
ダ

ム
事
務
局
☎
８
７
２
・
５
９
３
９

Ｅ

メ

ー

ルkim
ura
@
npo-m

sk.ne.jp

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジhttp://w
w
w
.npo-

m
sk.ne.jp
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ち
ゅ
う
り
っ
ぷ
く
ら
ぶ
参

加
者
募
集

　

わ
ら
べ
う
た
や
工
作
な
ど
、
同
年
齢

の
お
子
さ
ん
を
お
持
ち
の
お
母
さ
ん

方
、
一
緒
に
楽
し
み
ま
せ
ん
か
？

日
時　

９
月
11
日
（
金
）
午
前
10
時
30

分
〜
11
時
30
分

場
所　

市
保
健
セ
ン
タ
ー
運
動
指
導
室

（
２
階
）

対
象
・
定
員　

平
成
19
年
４
月
〜
平
成

20
年
３
月
生
ま
れ
の
お
子
さ
ん
と
そ

の
親
20
組

参
加
費　

１
０
０
円

持
参
す
る
物　

飲
み
物

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

め
だ
か
の

学
校
（
櫻
井
）☎
０
９
０
・
９
３
８
４
・

１
２
６
５
（
午
後
７
時
30
分
以
降
）

お
も
ち
ゃ
里
親
の
会

お
も
ち
ゃ
の
リ
ユ
ー
ス
の
輪
を
広
げ
よ

う
・
お
も
ち
ゃ
は
子
ど
も
た
ち
の
宝
物

　

遊
ば
な
く
な
っ
た
お
も
ち
ゃ
を
譲
っ

て
ね
。「
ラ
ラ
ポ
イ
ン
ト
」
が
も
ら
え
る

よ
。
貯
え
た
ポ
イ
ン
ト
と
別
の
お
も

ち
ゃ
を
交
換
す
る
第
１
回
里
親
の
会
を

ファミリーミュージカル

「アルプスの少女ハイジ」
日 時　9月27日（日）

午後1時30分開場、

午後2時開演（午後

4時終演予定）

場所　市中央生涯学

習センター文化

ホール

入場料　【全席指定】

大 人3,000円、 子

ども（3歳以上中学

生まで）2,000円

チケット好評発売中

※障害者手帳のある方は500円引きとなります。

※3歳未満のお子さんはひざの上でお願いします。

＜チケット販売窓口＞

市中央生涯学習センター窓口

　（9:00～17:00）☎871-2301

浩文堂書店（エスカード牛久イズミヤ1階）

　（10:00～閉店まで）☎872-0886

さんぱる長崎屋1階インフォメーション

　（10:00～閉店まで）☎830-4356

ウインズ・ユー

　（10:00～閉店まで）☎870-3663

主催　牛久市文化協会

後援　牛久市、牛久市教育委員会、牛久市社会福祉

協議会、牛久市区長会、牛久市交通安全母の会

問い合わせ　牛久市文化協会事務局（市中央生涯学

習センター内）☎871-2301※第2・第4月曜休館日。

「
広
報
う
し
く
」は
、
毎
月
１
日
号（
行

政
区
配
布
）
と
15

日
号（
新
聞
折
り

込
み
）の
月
２
回
発
行
し
て
い
ま
す
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
す
べ
て
の
内

容
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市

内
の
各
公
共
施
設
、
金
融
機
関
、
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア（
一
部
を
除

く
）な
ど
に
用
意
し
て
い
ま
す
の
で
、

ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

開
催
し
ま
す
。
参
加
し
て
す
て
き
な
お

も
ち
ゃ
を
ゲ
ッ
ト
し
よ
う
。

日
時　

９
月
13
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
11

時
場
所　

市
神
谷
小
児
童
ク
ラ
ブ
（
さ
く

ら
台
２
‐
８
‐
８
）

対
象　

お
も
ち
ゃ
里
親
の
会
会
員
（
入

会
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
）

協
賛　

牛
久
お
も
ち
ゃ
ク
リ
ニ
ッ
ク
、

牛
久
お
も
ち
ゃ
教
室

問
い
合
わ
せ　

金
子
☎
８
７
４
・
６
４

１
６
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://w

w
w
.

ushiku-shim
in.jp/uca

s6
r/

歴
史
を
語
り
合
う
会

　

歴
史
を
自
由
に
語
り
合
う
場
で
す
。

誰
で
も
気
軽
に
参
加
で
き
ま
す
。

日
時　

９
月
６
日（
日
）午
後
２
時
〜
５
時

場
所　

エ
ス
カ
ー
ド
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

第
３
講
座
室（
エ
ス
カ
ー
ド
牛
久
４
階
）

演
題　

「
山
田
浅
右
衛
門
と
幕
末
処
刑

事
情
」

内
容　

現
在
で
も
日
本
を
は
じ
め
世
界

に
死
刑
制
度
が
残
っ
て
い
ま
す
が
、

幕
末
死
刑
制
度
に
焦
点
を
当
て
、
そ

の
実
情
を
探
り
ま
す
。
参
加
者
が
自

由
に
話
し
合
い
ま
す
。
素
朴
な
質
問

も
大
歓
迎
で
す
。

講
師　

小
笠
原
純
一
氏

参
加
費　

３
０
０
円
（
資
料
代
）

主
催　

牛
久
史
談
会

問
い
合
わ
せ　

小
林
☎
８
７
３
・
３
２

９
９
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わ
が
街
の
木

夏
ば
て
知
ら
ず
の
元
気
者

キ
ョ
ウ
チ
ク
ト
ウ

（
キ
ョ
ウ
チ
ク
ト
ウ
科
）

　

イ
ン
ド
原
産
の
常
緑
低
木
。
江
戸
時
代

に
渡
来
。
夾
き
ょ
う
ち
く
と
う

竹
桃
は
葉
が
竹
の
よ
う
に
細

く
、
花
が
桃
に
似
て
い
る
の
で
こ
の
名
が

付
き
ま
し
た
。
３
枚
の
葉
が
輪
の
よ
う
に

付
い
て
い
る
の
が
特
徴
で
す
。
花
は
紅･

桃
色･

白
、
そ
し
て
八
重
咲
き
も
あ
り
、

ひ
と
夏
中
咲
き
続
け
ま
す
。
炎
天
下
、
根

元
か
ら
株
立
ち
し
花
を
い
っ
ぱ
い
に
付
け

た
姿
は
、
た
く
ま
し
く
し
な
や
か
で
す
。

乾
燥
や
大
気
汚
染
に
強
く
丈
夫
な
た
め
、

街
路
樹
に
利
用
さ
れ
る
ほ
か
、
高
速
道
路

沿
い
や
工
場
周
辺
に
も
見
ら
れ
ま
す
。
枝

葉
や
樹
皮
な
ど
全
体
に
有
毒
成
分
が
含
ま

れ
て
い
ま
す
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

【
中
央
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
】

資
料
提
供
…
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
う
し
く
里
山
の

会
〈
チ
ー
ム
街
路
樹
20
〉

問
い
合
わ
せ　

市
緑
化
推
進
課
☎
内
線

１
５
１
１

マ
ツ
ム
シ
育
て
方
講
座

　

「
チ
ン
チ
ロ
、
チ
ン
チ
ロ
リ
ン
〜
♪
」

と
鳴
く
「
マ
ツ
ム
シ
」
を
育
て
て
み
ま
せ

ん
か
？
「
マ
ツ
ム
シ
」
の
雄
雌
数
匹
を

セ
ッ
ト
に
し
て
、
１
人
１
セ
ッ
ト
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
ま
す
。
マ
ツ
ム
シ
の
育
て
方

講
座
で
初
め
て
の
方
に
も
分
か
り
や
す

く
解
説
し
ま
す
。

日
時　

９
月
13
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
11

時
場
所　

牛
久
自
然
観
察
の
森
ネ
イ

チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

対
象　

マ
ツ
ム
シ
を
育
て
た
い
方
。
小

さ
い
お
子
さ
ん
は
、
保
護
者
と
一
緒

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

定
員　

20
人
※
先
着
順
。

参
加
費　

無
料

持
参
す
る
物　

筆
記
用
具
、
飲
み
物
、

飼
育
ケ
ー
ス

申
し
込
み
方
法　

９
月
４
日
（
金
）
午
前

９
時
か
ら
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

主
催　

日
本
鳴
く
虫
保
存
会
茨
城
支
部

共
催　

牛
久
自
然
観
察
の
森

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

牛
久
自
然

観
察
の
森
☎
８
７
４
・
６
６
０
０
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　つつじが丘保育園のお友だちは、「み

らい」というテーマで未来の地球もき

れいでいてほしいという願いを込めて、

宇宙の絵を制作しました。

　一人一つずつ作った惑星は色画用紙、

ロケットの本体はトイレットペーパー

のしんを再利用し、先端にピンポン玉

を付けました。中央にある緑の地球は、

みんなの指スタンプで作った力作です。

平成21年9月1日（1008）号
　発行・編集 / 牛久市市民活動課
　　　〒300-1292  茨城県牛久市中央3丁目15番地1
　　　☎029-873-2111 FAX029-873-2512 

再生紙を使用しています。

環境に優しい大豆インキを使用しています。

つつじが丘保育園の

お友だち

　この写真は、昭和37年ごろに城中町側から牛久沼一帯

を撮影したものです。写真奥の牛久沼沿いには、いくら

かでも多くの米を収穫しようと作られた浮田や、手前に

は刈り取った稲を乾燥させるための「おだかけ」の様子が

うかがえます。　　　　　　　　　（新地町　福島氏所有）

「
昔
の
う
し
く
」
の
写
真
を

募
集
し
て
い
ま
す

　

皆
さ
ん
の
ご
家
庭
に
眠
っ
て
い
る
「
昔
の
う

し
く
」
の
写
真
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

市
で
は
今
、
そ
の
よ
う
な
「
昔
の
う
し
く
」

の
写
真
を
収
集
し
て
い
ま
す
。「
懐
か
し
い
」

「
残
し
た
い
」
写
真
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

※
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
牛
久
市
の
文
化
芸

術
」
の
中
に
掲
載
を
開
始
し
ま
し
た
。

問い合わせ　市生涯学習課（市中央

　生涯学習センター内）☎871-2301

ぞう１くみ


